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第一章 悪役令嬢なのに王子様との親密度ＭＡＸバグ発生!?

第二章 ここが噂の「〇〇〇しないと出られない部屋」ですか？

第三章 新しい人生はあなたの隣で始めます









第一章 悪役令嬢なのに王子様との親密度ＭＡＸバグ発生!?








　ぎしぎしと軋む豪奢な寝台の上で、重なり合う二つの影が揺れ動いていた。

「ジルベルト！　もう……抜いて……っ」

　下に組み敷かれた細い影が大きく頭を左右に振ると、ゆるやかに波打つ金の髪が枕の上でさらさらと流れる。

「君は毎回そう言うが、本心ではないだろう、アリーチェ」

　腰の動きを止め、ジルベルトは濡れそぼった二人の結合部を見下ろしながら、にやりと不敵な笑みを浮かべた。艶めく漆黒の髪は幻想的で美しく、薄明りに照らされた端整な顔立ちが一層際立って色気を纏う。その切れ長の瞳には、相手の心を虜にするような鋭さと奥底に隠された熱い情熱が混在していた。

「ほ、本心よ……」

　そう答えながらアリーチェは、上気した顔を彼の引き締まった裸身から背ける。

「では、今夜はここで終わりにするか？」

　ジルベルトはアリーチェの最奥を貫いていた剛直を、ぬる、と引きかけた。いっぱいに押し拡げられていた彼女の隘路がたちまち空虚になっていく。

「あ……んっ」

　自身の意思とは裏腹に蠢く蜜襞が、出ていこうとする熱に追いすがるように絡みつき、そのぞくぞくした感覚に思わず声が零れる。

「そんなに締めつけられたら、抜くものも抜けなくなる」

　ジルベルトは新緑色の瞳を熱っぽく光らせ、わざとらしく眉を八の字に曲げた。

「ち、がうの……っ」

「何が違う？」

　ジルベルトは完全には剛直を抜かずに、アリーチェの浅い部分を擦り始める。

　くちゅくちゅと粘質な水音がつながった部分から響いた。

「俺たちはこれから結婚するのだから、体の相性を確かめるのは重要なことだ。それとも何か不満な所があるのか？」

　焦らすように甘く優しい刺激を続けられ、最奥の泉からまた新たな蜜が湧いてくる。

　不満なんてない。彼と肌を合わせるのはこれが初めてではないし、嫌なら、とっくに逃げ出している。

　しかしながらアリーチェは豊かな胸を揺らしながらあえかな声を上げ、ただただ涙を浮かべて彼を見つめていた。正確には、その頭上に浮かんでいるピンク色の『９９９』という数字を──。

　この数字は攻略キャラとの親密度を表すが、現状はアリーチェにしか見えないらしい。

　──どうして、私は『悪役令嬢』に転生してしまったの？

　──どうして最推しキャラが、私に対しての親密度がありえない数値になっているの？

　この『乙女ゲームの世界』で前世の記憶を思い出してから、ずっとその疑問が頭の中で堂々巡りしていた。その答えが出ないまま、こうしてことあるごとに『最推し』である彼に抱かれ続けている。

「何も答えないということは、不満はないということだな？」

　彼女の両方の膝裏をぐっと持ち上げたジルベルトは、返事も聞かずに勢いよく泥濘に熱杭を突き立てた。

「ああ……っ！」

　ずぷりと一息に最奥を貫かれて、言葉にできない強い愉悦が背筋を駆け上がる。四肢がこわばって頭の中が真っ白になり、呼吸すら忘れてしまいそうになる。

　紫がかった青い瞳がいっぱいに開かれ、涙の粒がシーツに散った。

「は、あ……ぁ……」

　思い出したように肺に空気が入ってくると、彼女は荒く息をつき全身を細かく震わせながらシーツをぎゅっとつかんだ。

　じわ、と結合部から暖かいものが滲み出てきて双丘をだらだらと伝い落ち、シーツを濡らす。

「これだけでイったのか。かわいいな、俺のアリーチェは」

　蕩けるような笑みを浮かべたジルベルトは彼女の膝を下ろすと、そのまま覆いかぶさるように抱きしめてきた。

「俺は君がいれば、他に何もいらない」

　耳に滑り込んでくるのは、蜂蜜のように絡みつく甘い声。

　本当ならこんな風に愛されるのは主人公のはずだ。自分はその引き立て役で、ジルベルト王子からは最後に婚約破棄されるのに。

　その先にある断罪を回避するべく、ゲームにはない行動をとってしまったのがいけなかったのかもしれない。

　アリーチェに対する彼の親密度は、最初に気づいた時はマイナスだったのに、気づけば通常ではありえない数値になっていた。完全にバグとしか思えない。

　ジルベルトはきつく彼女を抱きしめ、耳朶をなめしゃぶりながら抽送を始める。

　たっぷりと潤った泉はぐちゅぐちゅと聞くに堪えない水音をたて、彼女の羞恥を煽った。

「あ、はぁ……あ、あぁ……っ」

　重怠く甘い衝撃が最奥に届くたびに、腰が勝手に揺れだして跳ねる。まるで快感に打ち震え、喜んでいるようだ。

　事実、気持ちがよかった。

　前世では主人公が彼としている愛の行為をゲームの画面越しで見ることしかできなかったのに、それを自分が実際に体験できるなんて夢みたいな話だ。

　けれど、それは主人公の特権であって、こうしている間にも彼女はジルベルトを待っているかもしれない。

　──それともこれは、新たな断罪ルートなの？

　愛していると言って快楽に溺れさせながら、最後には残酷に捨てられるストーリーになってしまったのだとしたら、その瞬間はいつになるのか、それまで彼に偽りの愛を注がれ続けられるのか、わからない。

「どうしたら……いいの？」

　きゅっと胸が締めつけられた。

「感じるままに俺に溺れてしまえ」

　ジルベルトの囁きが鼓膜を震わせてから、アリーチェは心の声が漏れてしまっていたことに気づく。

「あ、ちが……っ」

　上体を起こすジルベルトに慌てて言い訳しようとしたが、がっちりと腰をつかまれて息を呑んだ。

「そんなに締めつけなくても、朝まで離すつもりはないから安心しろ」

　艶麗な笑みを浮かべたジルベルトが、少しだけ剛直を抜いたが、すぐに最奥を穿つ。

「ひぁっ、あっ、あン……！」

　深く重く、緩急をつけて蜜襞を擦られ、最奥が押し上げられ、アリーチェは背中をのけぞらせた。

　ぱん、ぱん、と肌がぶつかり合う音が寝室に響き渡る。

　弾力のある先端に突き上げられると、その甘い痺れは脳芯を揺らし、平静ではいられなくなる。嬌声とともに、結合部からは愛蜜が溢れて、ずちゅずちゅと淫猥な音が絶え間なくアリーチェの聴覚を冒した。

　時にはぐるりと腰を回して隘路をかき混ぜ、アリーチェが反応した部分を執拗に擦り上げる。

「んんっ、あぁ……っ、そこ、だめ……っ」

　弱い部分を責められて、耐えきれずに膨れ上がった涙が目尻を滑り落ちた。

「ここが、『いい』のだな？」

　ジルベルトに聞き返されて、アリーチェはしまったと思ったが、もう遅い。

「やぁぁ……っ、だめぇ……！」

　反り返った亀頭で何度も敏感な部分を擦り上げられて、再び彼女は嬌声を上げながら全身をびくびくと震わせた。

「熱くうねって、押し出されそうだ」

　ジルベルトは苦しそうに眉間にしわを寄せるが、口元は笑っている。

「ああぁ……！」

　何度も愉悦の波が送り込まれ、体中に快感が駆け回り、意識が宙に舞う。

　再び、彼に絶頂に押し上げられたのだ。恍惚で満たされた瞬間は、心も体もどろどろに溶けてしまって何も考えられなくなる。

　ジルベルトに言われる前から、すでに彼に溺れているのだから、こうなったからには拒否なんてできるわけがない。

　いったい、いつまでこの親密度バグは続くのだろう。

　前世の記憶が突然よみがえったあの舞踏会の夜に、すべては始まったのだった──。





※　※　※






　──最高の夜だわ。

　ラウレンテ公爵の一人娘であるアリーチェ・ディ・ラウレンテは、十八歳の誕生日に開かれた王宮の舞踏会で、婚約者とのダンスを終えて艶然とした笑みを浮かべた。

　宮殿の大広間を照らす煌びやかな照明が、緩やかに波打つ金色の長い髪、すべらかな肌、そして宝石を散りばめた深紅のドレスに、その光を落としている。

　彼女の手を取っているジルベルト・ロッティ・アンジェリスは、このサンタレアド国の王太子で、彼女より五つ年上の好青年だ。

　神秘的な夜のような漆黒の髪をさらりと流し、緑の瞳は値打ちがつけられないエメラルドの輝きを放っている。端整な面立ちは知性と品格を兼ね備え、誰もが一目で心を奪われてしまう。

　令嬢たちの憧れの的でありながらも、すでにアリーチェという婚約者がいるので、皆ただ羨望の眼差しを向けることしかできない。

（この優越感、たまらなく心地いいわ）

　世界中どこを探しても自分より輝いている人間などいないと、アリーチェは少しも疑わなかった。

「とても絵になるお二人ですわ」

「もうすぐ結婚式でしょう？」

「私も公爵家に生まれていれば……」

「家柄だけではなく、アリーチェ様ほどの美貌がなければジルベルト殿下には釣り合いませんわよ」

　周囲の貴族の称賛を耳にしたアリーチェは、ますます勝ち誇ったように艶やかな唇をつり上げる。

（指をくわえて見ていることしかできないなんて、みじめなことね）

　こちらに集まる視線を鼻で笑い飛ばしたくなる。

「ジル、少し疲れたわ。隣の部屋で休みましょう？」

　王国随一の美貌を誇ると称される彼女は、紫がかった青い瞳をわずかに上げ、ジルベルトに甘えた声で囁いた。

　大きく胸元が開いた大胆なデザインのドレスから零れそうな豊かなふくらみを、これでもかと彼に押しつけながら腕を絡める。

「わかった」

　彼女の色香をまとった行動を受けても、ジルベルトの凛々しい表情が崩れることはなかった。

　普通の男性ならだらしなく鼻の下を伸ばしてしまうような彼女の仕草にも、彼はいっさい靡かない。そんな気位の高い所がまた彼女の意欲をくすぐる。

　いくら澄ましていても、どうせ半年後には結婚式が開かれ、夫婦となる。そうなれば彼は完全に自分のものだ。

　他のどの女にも渡すものですか──。

　アリーチェはしっかりと彼にくっついて、隣の歓談室に移動しようと歩き出す。

　その時だ。大広間の中央扉が勢いよく開いて、誰かがたたらを踏んで飛び込んできたのは。

「お……遅れてすみません！」

　貴族らしからぬ大きな声を張り上げて登場したのは、若い娘だった。はあはあと肩で大きく息をつきながら、片手で胸を押さえて顔を上げる。

　さして美人でもなく、どこにでもいそうな平凡な顔立ちの女性だ。紅茶色の長い髪は簡単にハーフアップにしているだけで、ドレスも薄桃色のシンプルなものだった。悪い意味で王宮の舞踏会には浮いている。

　──初期装備。

　アリーチェの頭の中に耳慣れない言葉が浮かんだ。

「え？」

　ずきんと頭の右側が痛んで、彼女はとっさに手で頭を押さえた。

「まあ。騒がしい」

「どこのお嬢さんかね？」

「王家主催の夜会に遅刻なんて失礼な人」

　貴族たちがざわざわと言葉を交わし、その娘から離れ始める。

「……ここが、舞踏会？」

　娘は人々の批判が聞こえていないのか、あっけらかんとした様子で辺りをキョロキョロと見回し、嬉しそうに瞳を輝かせていた。

「殿下。不審者かもしれません、つまみ出しますか？」

　すっと素早くそばにやってきたのは、ジルベルトの側近のエリゼオだった。

「いや……必要ない」

　ジルベルトがアリーチェの腕をぞんざいに振りほどいたと思ったら、娘の方に歩き出していく。

「ジル……？」

　アリーチェはズキズキと痛む頭を押さえながら、彼の背を見つめることしかできなかった。まるで誰かに行動を制御されているかのように、その場から動けない。

　呆然としたまま立ち尽くしていると、歩いてきた彼の姿に気づいた若い娘が、ジルベルトや周囲にいる人々を見て目を丸くし、はしゃいでいる。

「すごい。本当に……会えた！」

「君の名は？」

　そんな彼女にジルベルトが優しく問いかける。

「フローラ……」

　その名は若い女性と、そして置き去りにされたアリーチェの口から同時に零れた。

　なぜ自分が彼女の名前を知っているのか、そう疑問に思うのと同時に視界が揺れる。

　この場面には既視感があった。

　──デフォルトの名前はフローラ。彼女は下町の食堂で働いていたが、男爵家の庶子ということがわかり、十八歳という年齢で社交界にデビューする。そして王宮の舞踏会で、主要攻略キャラであるジルベルトと最初の対面を果たすのである。

　──これは『きみとなないろの恋』という十八禁の乙女ゲームの世界の始まり。

　──王立貴族魔術学園に通いながら、攻略対象の親密度を上げていき、積み上げた数値によってルートが変わる。最終章でそれが５００を超えていれば対象と結婚ができる、つまりハッピーエンドだ。

　──私の最推しはジルベルトで、特別なイベントスチルも課金して一枚残らず保存していた。

　──現実の世界で恋人がいなくても、彼からの優しい笑顔と言葉さえあればよかった。

　思い出しながら、アリーチェの顔からみるみる血の気が引いていく。

「乙女ゲーム？　スチル？」

　さきほどから頭に流れ込んでくるこの初めて聞く言葉たち、怒涛の知識は一体なんなのか。

　考えようとするとますます強い頭痛が襲ってきて、ふらついた彼女はその場に崩れるように座り込んだ。

　──アリーチェは、フローラとジルベルトの恋を邪魔する悪役令嬢ポジション。

　──学校でフローラにいやがらせをしたり、命を脅かす真似をしたりして、ジルベルトから婚約破棄され、家族からも捨てられて最後には処刑される。

　激しい頭痛とともに閉じた瞼の裏に明滅するのは、ゲームをプレイする冴えない見た目の「前世の」自分の姿だった。

　敷しき島しま由ゆ依い、二十五歳。広告代理店で働いていた。厳しい上司の顔、日常的なセクハラ、見て見ぬふりの同僚に、連日の残業。

　まともな食事を摂る暇もなく、一人暮らしの部屋のごみ箱に溜まっていく栄養ドリンクの瓶、頼まれた無茶な依頼も断れず睡眠時間を削り、その果てに──。

　そこからは一切の記憶がない。もしかしたら無理がたたって命を落としたのかもしれない。

　唯一、現実から逃避するためにプレイしていたのが、『きみとなないろの恋』という中世ヨーロッパ風の世界を舞台とした恋愛疑似体験ゲームだ。

（もしかして、これが噂に聞く異世界転生ってやつ？）

　薄れゆく意識の中、アリーチェは自嘲気味に笑った。

（悪役令嬢に転生とか、何番煎じもいいところ……）

　床に倒れ込む瞬間に誰かに体を支えられたような気がしたが、重い瞼を上げることはできなかった。情報量が多すぎる。

　──最悪の夜だわ。





※






　気を失っていたのか、ぼんやりと意識が戻ってくると、アリーチェは自分が柔らかいベッドに横たわっていることに気がついた。洗いたてのシーツの香りが心地いい。

（こんなに広いベッド、「私」の部屋じゃないみたい）

　手足を伸ばしても端に届くことのない大きなベッドで寝返りを打ちながら、アリーチェはゆっくりと目を開けた。

（……そう。前世の私の部屋はシングルベッドを置くので精いっぱいだった。こんな贅沢な暮らしに憧れたっけ）

　ため息をつきながら、再び寝返りを打つ。

　完全に前世の記憶が戻っていた。けれど不思議なことに、アリーチェとしての今までの人生の記憶もある。

（どうして悪役令嬢なの……？）

　たしかにアリーチェは、公爵家に生まれて申し分ない教育と豊かな生活を保障されてきた。だが、ゲームの設定資料を読んだ「自分」にはわかる。アリーチェという存在が誰にも愛されない孤独な人間だということを。

　ラウレンテ公爵家の繁栄のため、絶対に王太子妃になるようにと父親から重圧をかけられていた。母は後妻で、血のつながりのある息子たちにしか愛情を注がなかった。

　豪華なドレスも装飾品も他の令嬢に負けないものを持っていたのは、ただの親の虚栄心からに過ぎない。誰よりも劣ってはいけないと決して弱音を吐かない姿勢は、行き過ぎたところもあって、自分勝手で傲慢な姿に見えただろう。

　アリーチェは愛に飢えていた。それを手に入れるためにジルベルトに執着し、主人公に嫉妬し、身を滅ぼす道を突き進んでしまったのだ。

（思えばかわいそうなキャラよね……）

　もう一度深いため息をついてから目を開けた時、ベッドの傍らの椅子に腰かけている人物と目が合って、ぎくりと体がこわばる。

「あ……ジル、ベルト……」

　てっきり一人だと思っていたので心臓が飛び出しそうなほど驚いた。

「ようやく気がついたか」

　彼は両腕を胸の前で組み、眉間にしわを寄せてこちらを見下ろしている。

　その頭上にはハートマークとピンク色の数字がぽっかりと浮いていた。それはゲームをプレイしていた前世の自分には見慣れたもの──プレーヤーに対する攻略対象キャラとのの親密度を表している。

　アリーチェとしてこの世に生を受けて以来、今までその数字が可視化されることはなかった。前世の記憶がよみがえったことで、ゲームの世界として認識できるようになったのかもしれない。

（それにしても……マイナス３００!?　ひ、ひどすぎる！）

　アリーチェは思わず息を呑んだ。

　ヒロインだったら破局を迎えていてもおかしくない数値だ。どんなに選択肢を誤ってもマイナスなんて見たことがない。

（ゲームだとヒロインの親密度しか表示されていなかったけど、悪役令嬢に対してはこんな悲惨な数値が設定されていたのね）

　今までの傲慢なふるまいを顧みれば、当然かもしれない。むしろよくここまで耐えてくれたとジルベルトを褒めてあげたい。

（推しの幸せは私の幸せよ）

　複数の攻略キャラクターがいる中で、前世の自分は絶対にジルベルトルートしか選ばなかった。

　クールだが一途で独占欲が強くて、親密度が高い状態で他の攻略キャラクターと会話を続けると、意地悪なことを言ってきたりする。少しツンデレっぽいところもかわいい。文武両道、容姿端麗。人気投票では毎回堂々の一位。グッズもあらゆるものを集めて部屋に飾っていたくらいだ。仕事がつらすぎて電車の定期入れに彼の立ち絵ステッカーを挟み、それを見ながらなんとか頑張ることができていた。

（あれは捨てられちゃったのかな）

　残念ながらそれを確かめる方法はもうない。

　最推しキャラが目の前にいるのに素直に喜べないのは、やはり自分が当て馬である悪役令嬢だからだろう。

　フローラが現れたということは、これからジルベルトの愛は彼女に注がれていく。もう彼のそばにはいられないのだ。

　邪魔しようとすれば、その先に待つのは身の破滅──断罪。

　それだけは避けたい。せっかく生まれ変わったのに、またすぐ命を落とすのはいやだ。

　生身のジルベルトに触れられる機会なんて、この先ないかもしれない。

「ジルベルト。舞踏会は……きゃっ」

　起き上がったらドレスがずり落ちて脱げそうになり、慌ててシーツで胸元を覆う。

「コルセットもドレスも緩めてある。手伝ったのは侍女だから安心しろ」

　体ごと横を向いたジルベルトは、少しだけ視線をこちらに寄越してそう言った。

「いくら美しく見せようとしても、肌に真っ赤な跡が残るくらい絞め上げるのは感心しないと医者が言っていたぞ。その状態でダンスを踊ったせいで倒れたのだろうと」

「そういえば……だいぶ体が楽」

　頭が割れるような痛みも消えていた。酸欠のせいだったのかもしれない。

　アリーチェは己の見栄っ張りな行いを恥じて俯いた。

　一人でも多く視線を集めたくて胸は大きく腰は細くと侍女に命じ、完成したのが今夜の装いだ。

　ゲームでアリーチェが倒れたシーンはなかったと記憶しているが、それは彼女の矜持がなせる業だったのかもしれない。

　記憶を取り戻した今となっては、これまでの生活を続けようとは思わない。

「ジルベルト。その……婚約破棄してもらってもいいのよ？」

「は？」

　おずおずと視線を上げて彼の方を見つめると、ジルベルトが眉を吊り上げて怪訝そうな顔をしている。

「今まで私の我儘に付き合わせてしまって、いくら謝っても済まないわ。でも、今夜あなたは運命の相手を見つけたから、私はもうあなたの邪魔をしたくないの」

　アリーチェの存在がなければ、二人はもっとすんなりと結ばれるはずだ。

　フローラをむやみに傷つけることもなく、アリーチェも死なずに済むにはこれが最適な答えだ。

「今まで迷惑かけてごめんなさい」

　アリーチェは深く頭を下げ、細い声で謝罪の言葉を口にした。泣く資格はないと思っていても、彼のそばにいられないのだと思うと涙が滲む。

「運命の相手？」

「あ……あなたが本当に心から愛する人よ」

「……床に倒れる前に俺が支えたから頭は打っていないはずだが、さっきから何を言っているんだ？」

　ジルベルトはわずかに眉をひそめ、唇を引き結んだ。その視線には警戒の色が宿っている。彼の態度からは、容易に信じることはできないという強い意思が感じられた。

　気を失う寸前に抱きかかえてくれた温かい腕は、ジルベルトのものだったのか。

「これが私の最後の我儘だと思ってくれてかまわないわ」

　アリーチェは懇願するように、再び頭を下げ直す。どうしても信じてもらいたかった。

「……婚約を解消してどうするつもりだ？」

「警戒しなくても、ジルベルトの幸せの邪魔はしないから、安心して。家を出て、仕事でも探しながら一人で生きていこうと思うの」

　ここにいたら、ゲームの強制力でアリーチェは意図せず二人の邪魔をしてしまうかもしれない。舞踏会で足が動かなかったように。あそこは二人が出会う大切な場面だったから、アリーチェは傍観者としてその場に留まるように設定されていたのだろう。

「せっかく生まれ変わったから、今度は自分のしたいことを探そうと思うわ」

「どこまでも勝手な女だ。どうせすぐに飽きて俺にすがってくるのだろう？」

「し、しないわ！　本当にこれまで迷惑をおかけして申し訳ありませんでした！」

　アリーチェはシーツで胸元を押さえたまま、大きく頭を下げた。

「本気か？」

　ジルベルトの声には抑揚がなく、どんな表情をしているのかアリーチェにはわからない。

　彼女はただ黙って頷くことしかできなかった。

（この世界で生きていくためには、そうするしかないんだから）

　やがてジルベルトが立ち上がる気配がし、静かな足音ともに扉が開閉する。

　残された静寂の中、一人取り残されたアリーチェはゆっくりと顔を上げた。

「見られなくてよかった……」

　涙の膜で潤んだ瞳は充血して真っ赤になり、くしゃりと眉を歪ませて彼女はシーツで顔を覆って泣き出した。こんな顔を見られて、ざまあみろと推しキャラに笑われたらもうこの先、立ち直れない。

（本当ならジルベルトと結婚したかったわよ）

　転生するなら、どうして主人公にしてくれなかったのだろう。

　新しい人生で最推しに出会えたと思ったら、悲惨な末路を迎える悪役令嬢だなんて。まるですべての希望が打ち砕かれてしまったかのように、胸が痛い。

　ずっと憧れてきたジルベルトの凛々しい顔、落ち着いた声、まっすぐにぶつけられる愛、ゲームのヒロインだったなら、すべて手に入れられたのに。

　実際に面と向かって話すジルベルトはゲームよりも素敵だった。今までのアリーチェにとって、ジルベルトは自分の価値を高めてくれる、優越感に浸れる存在でしかなかった。けれど記憶がよみがえり、彼の一途で情熱的な面も知っている今、彼を好きだという気持ちは大きく膨らむ一方だった。

　涙が止まらない。これがすべて彼への感情で、一滴残らず流してしまえたら、彼を忘れてしまえたら、どんなに楽だろう。





※　※　※






　ジルベルトはアリーチェを休ませている客室を出てから、大広間には向かわずに自室に戻り、ソファに腰を落とした。舞踏会自体は自分が不在でも、普段通り夜半過ぎまで開かれているだろう。

　戻ってもよかったのだが、先ほどのアリーチェの様子から興がそがれてしまった。

「まさか、あの女の方から婚約解消を言い出してくるとは」

　こちらから言う手間が省けたものの、やや肩透かしを食らった気分だ。

　彼女は、幼少時から親同士が決めた政略的な結婚相手だった。

　ラウレンテ公爵家からの多額の持参金と領地の一部が王家に入る。一方であちらには王家とのつながりができるため、これまで以上に国内での影響力が大きくなるという寸法だ。

　幼い頃のアリーチェのかわいらしい見目は成長すると艶を纏い、派手な化粧とともに色気を振りまくようになった。それに媚びへつらう男たちにも秋波を送り、家格が下の令嬢を友人と呼びながらも自分を常に褒めたたえる者以外には目もくれない。

　他力本願で、自分から動こうとしない。何か非があっても自分だけは悪くないと言い張る。

　自立心をもち、他人のために進んで手を差し伸べられる凛とした女性──それがジルベルトの理想とする結婚相手の姿だったが、アリーチェは全くと言っていいほど当てはまらなかった。唯一スタイルのよさだけは心の片隅で認めていたが、彼女の思惑に嵌るのは癪だったので興味のないふりを続けている。

　それでもラウレンテ公爵家はこの国でも大きな財産を持つ家だ。王家に匹敵とは言わないが、万が一反王家の勢力などに加われては困る。だからどんなことがあってもアリーチェを娶らなければならない事情が王家にはあった。

　こちらから婚約破棄を言い渡せば賠償金として、持参金の倍額が必要になるとのことで、これまで耐えてきた。だが彼女の方から願い出るならば、損失は最小で済むのではないか。

　しかしながら彼女の突然の変化には疑念を抱かずにはいられない。アリーチェの濡れた瞳は、これまで見たことのないほど誠実に見えた。それは彼が理想とする真摯な女性の姿だった。だが、果たして何か別の計略があるのではないかとも勘繰れる。

　ジルベルトは自身の感情と理性を整理しようと、ため息をついた。

「どうも気になる……」

　倒れて目覚めてからのアリーチェは、まるで別人だ。言葉遣いも丁寧すぎておかしい。

「家を出て仕事を探す……？　どうせいつもの気まぐれだ」

　明日、王立貴族魔術学園に行けば普段と同じように、甘ったるい声で名前を呼びながら近づいてくるにちがいない。

　そうなったら大勢の前で婚約破棄を宣言し、恥をかかせてやる。

　これまでは賠償金のこともあってこちら側から婚約破棄しにくい状況だったが、婚約破棄してもいいというアリーチェの言質を取っている。遠慮なく、我儘な婚約者に灸をすえてやることができる。

　冷ややかな笑みを浮かべて、ジルベルトは就寝の準備を始めることにした。




　翌日。

　ジルベルトはエリゼオとともに校舎の門をくぐった。その瞬間、後ろから「ジルベルト殿下！」と明るく声をかけられ、足を止めた。

　──やはり昨日のことなど忘れて声をかけてきたか。

　ジルベルトは冷ややかな目つきで振り返った。

「おはようございます！」

「ん？」

　頭を下げた若い娘を見て、ジルベルトは眉をひそめた。

　朝一番に挨拶してきたのはアリーチェではなかった。

「もしかして昨夜の……」

　アリーチェのように厚化粧をしていない娘の顔は、すぐに思い当たった。昨夜舞踏会に遅刻してきた人間だ。なぜかあの時は、彼女に声をかけなければと思って歩き出していた。直後にアリーチェが膝から崩れ落ちるのが視界に入ったら、急に体の自由が利くようになったが。

　別にアリーチェが怪我をしようが知ったことではないが、大勢の客の手前、婚約者を蔑ろにする人間という評価を受けたくはなかったので、しぶしぶ彼女を助けたまでだった。

「はい、フローラです！　エリゼオ様も……おはようございます」

　フローラは長い髪を耳にかけ、はにかんだ。

「サンドレッリ男爵の庶子ですね。前妻が死に別れて妻子ともに迎えたそうです」

　エリゼオがこちらに耳打ちしてくる。彼はジルベルトの側近をしていて、周囲の情報収集には余念がない。護衛も兼ねて、こうして一緒に学校にも通っている。黒茶色の短髪で、鋭い瞳は深い青色をしている。ジルベルトよりもわずかに背が高く、校内の生徒で帯剣を許可されている唯一の人物だ。

「父が、こちらの学校に入っていろいろと学びなさいと言ってくれたので、今日から通わせていただきます」

　フローラはきらきらと目を輝かせた。

「わからないことがあれば──」

「はい、よろしくお願いします！　早速ですが、校長室がどこにあるのか教えていただいてもよろしいでしょうか？」

「殿下に道案内を頼むなど、失礼だぞ」

　エリゼオがむっとしたように顔をしかめる。

「よい。困っている人間を助けるのは貴族として当然の役目だ」

　そう言ってジルベルトは、フローラを校長室に送り届けてから教室に向かった。

　教室は男女でわかれているので、令嬢の教室を通り過ぎる際に中をちらりと見ると、そこにはすでにアリーチェの姿があった。

　だが、普段のように濃い化粧をしていなかったので、一瞬見間違いかとも思ったが、席は彼女の場所だったので間違いない。

　自然と上にカールする長い睫毛、ほんのりと色づいた頬、形のいい唇が和やかな笑みを描く。柔らかい表情は出会った幼い頃の彼女を想起させた。

（化粧などしなくとも、十分綺麗ではないか）

　そう思ってから、ジルベルトはハッとして彼女から目を逸らし、気を取り直すように指先でこめかみを揉んだ。

　いつもなら校門のところで待ち伏せをしていて、強引に腕を組んで登校するのに今日は珍しいことだ。

（どうせ今だけだ。だまされるものか）

　ジルベルトは止めていた一歩を踏み出し、自分の教室に入った。

　だが、あくる日も、その次の日も、アリーチェはジルベルトに声をかけるどころか目線一つ送ってこない。

　──いったいどういうつもりだ。

　飽きっぽい彼女のことだから、三日もすればいつもの様子に戻るに違いないと踏んでいた。ところが、アリーチェは教室でも一人で本を読んでいたり、友人──以前の取り巻きではなく、身分の関係なく、誰とも淑やかな笑みを浮かべて談笑したりしている。

　アリーチェに真意を問おうかと思ったが、こちらから声をかけるのは癪なのでやめた。

　──あんな風に優しく笑えるなんて知らなかった。

　彼女を見ていたら胸がちりちりと痛みだしたので、ジルベルトはすぐさま踵を返した。廊下に響く足音には無情なリズムが刻まれる。自身の教室の扉が視界に入ると、さらに足取りは加速し、一瞬の迷いもなく自身の席に着いた。

　その日からジルベルトのそばには、アリーチェの代わりとでもいうように、フローラがよく姿を見せるようになった。かといって我儘な婚約者のように度を越えたアプローチはしてこない。あくまで貴族としてのふるまい方を学びたくて話をしに来ているらしい。最初に困った人間を助けると言ってしまった手前、無下に扱うわけにもいかない。

　それよりも、アリーチェは本当に自立の道を模索しているのかが気になった。

　──改心などあり得ない。

　今までずっとほしいものを我が物顔で手に入れてきた彼女が、家を出て働くなど虚言もいいところだ。

　どこまで続くか見物だが、離れてくれて清々した。窓際にある自身の席で、ジルベルトは青い空を見つめ、彼女の高慢な態度や、きつい物言いを頭の中で何度も繰り返し思い出していた。そんな婚約者から解放されたのは喜ばしいことだ。そう思いつつも、軽くなった右腕が時々物足りなく感じてしまう。華奢な体にアンバランスなほど成長した豊かな胸をこれでもかと押しつけてくるアリーチェを、恨めしく思わない日はなかった。己は王太子としてすべての貴族の規範にならなければならない。だらしない姿を見せるわけにはいかないのに、彼女は意図的に情欲を煽ってくる。

　おかげで、人前でどれだけ煽られても平静でいられるようにはなったが、その分、一人になった時に柔らかな彼女の感触を思い出しながら自身で昂ぶりを治めるのに、時間がかかるようになってしまった。何度劣情を吐いても頭から彼女の感覚が抜けないのだ。

　──くそっ。

　ジルベルトは心の中で貴族らしからぬ悪態をついた。

　思い出しただけで、久しぶりに人前だというのに勝手に下半身が熱くなり、誰にも気づかれないように深呼吸をして落ち着ける。机があってよかったとジルベルトは憮然とした顔で頬杖をついた。

　その後も毎日アリーチェは図書館に通って、平民の暮らしについて書かれた本や職業についての資料を閲覧しているらしいと、エリゼオから報告を受ける。

「アリーチェ様ってずいぶんとお優しい方だったのね」

「あら。私も最近そう思っていたの。先日、皆さんに配る資料を抱えていたら風に飛ばされてしまって、全部拾うのを手伝ってくださったわ」

「私は歩けないくらいおなかが痛くなった時に、保健室まで肩を貸していただいたのよ。たどり着くまで、繰り返し励ましのお声をかけてくだって……」

　中庭のベンチで会話する後輩たちは、嬉しそうに顔をほころばせている。

　通りがかりにその会話を聞いてしまったジルベルトは、思わず目を瞠った。

　以前のアリーチェなら、そんなことは絶対にしなかったはず。

　本当に彼女が今までの態度を改めるというなら、婚約を破棄する必要はないのかもしれない。

　それともアリーチェは、ジルベルトがそう言いだすのを待っているのだろうか。

　婚約破棄しないと伝えた途端に、前のような態度に戻るなら考え物だ。自分の目で確かめる必要がある。

　ジルベルトは、エリゼオに任せず、自分でアリーチェの行動を目で追うのが癖になっていた。彼女の周囲には人が集まっていたが、誰もが委縮せずに楽しそうにしている。その輪に自分がいないことがおもしろくないと感じるようになってきた。

　ある日、アリーチェが一人の貴族令息に声をかけ、二人でどこかに行くのでジルベルトはひそかに後を尾けてみた。彼女は中庭の隅でまで彼を連れていくと、そこで何やら頭を下げている。

（あの男は、隣国から留学に来ているベランジェ・リボーという伯爵家の嫡男だったな）

　ジルベルトが身を潜めている柱からは距離があって全貌ははっきりわからないが、「二人きりで話がしたかった」という彼女の言葉が耳に入ってきた。

（まさかアリーチェはベランジェに心変わりを……？）

　そう考えた瞬間、ジルベルトの頭が真っ白になった。動揺を隠せず、震える指先を握り込むように拳を作る。

　先日の舞踏会の夜、婚約破棄してもいいと言ったのはそのためだったのではないかという疑念が、ジルベルトの中で持ち上がる。彼の心は混乱と苛立ちでいっぱいになった。彼女の含みを持たせた視線や高慢な笑いが別の誰かに変わったのだとすれば、それは何を意味するのか。アリーチェが自分から離れていくことへの喪失感と、彼女に裏切られたのだという怒りが交錯する。

「私、仕事を探しているの。あなたの家は商会の伝手もあると聞いたわ、何かいい仕事はない？」

　風に乗って聞こえてきたアリーチェの言葉に、ジルベルトはハッと我に返り眉をひそめた。

「できれば、住み込みでなんとか一人分を食べていけるくらいの……」

　現実的ではない。公爵家の令嬢が働きに出るなど聞いたことがない。

　呆れたおかげで、爆発しそうな怒りが収まっていく。柱の陰で、ジルベルトは、彼らに気づかれないように小さなため息をついた。

「あなたはジルベルト王太子殿下の婚約者なのでは？　働く必要がないように思われますが」

　そうだそうだと、ジルベルトは心の中で彼に相槌を打つ。

「今は私が婚約者だけど、ジルベルトにはもっといい人が現れるわ」

　いったい何を根拠にそんなことが言えるのか。ジルベルトはアリーチェの言葉を聞きながらムッとした。

「今までわがままを言って周囲にも迷惑をかけてきたから、社交界から姿を消したいし、家も出たいの」

　アリーチェの声色からは、決してからかうような調子は聞こえなかった。

「王都では親に見つかるからできれば遠くの町へ行きたくて。いきなり女性一人でも働けるところはあるのかしら？」

「あなたの覚悟は本物なんですね」

　ベランジェが驚きながらも感心した調子で言う。

「あなたほどの教養があれば家庭教師という手もありますよ。それ以外でも我が国では男女関係なく官僚にもなれますし、努力次第でなんとでもなります」

「この国とは価値観が違うのね……」

「とはいえ、以前は内乱も多く、試行錯誤を繰り返した結果そうなっただけです。サンタレアド国は大きな争いもなく安定しているのでうらやましいですよ」

「だとしても、私はここにいてはいけないの。あなた、明後日にはもう隣国へ帰ってしまうのでしょう？　その時に私も一緒に連れて行ってくれないかしら？」

　アリーチェの声がわずかに震えた。

　ジルベルトは慎重に柱の影から二人の様子を窺う。彼女は懇願するように大きな瞳で、ベランジェをじっと見つめていた。胸の前で両手を組み合わせ、肩をすくめて身を縮めている。その姿は頼りない小動物を思わせ、見る者の庇護欲を掻き立てる。

　ベランジェがごくりと息を呑むのがわかった。ジルベルトも困惑し、思わずその場で直接アリーチェのもとに駆け出したくなったのをぐっとこらえた。

「問題になりませんか？」

「誰にも見つからずに行くから大丈夫。ここへ残っても婚約破棄される運命は変わらない。周囲から白い目で見られるくらいなら、先に出ていった方がまし」

　アリーチェは涙を浮かべてきっぱりと言い切った。

　なぜ婚約破棄されることが前提に話が進んでいるのか、さっぱりわからない。

　ジルベルトの胸にだんだん苛立ちが戻ってきて、二人から目を逸らす。

「あまり気は進みませんが……」

「本当？　お願い！　なんでもするから！」

「なんでも……ですか」

　ベランジェがそう言って黙り込んだので、ジルベルトは再び柱の陰からそっと二人の様子を覗いた。すると、頭を下げているアリーチェの体を値踏みするような目で、ベランジェがにやにやと頬を緩めているのが視界に飛び込んできた。

（アリーチェはどんな仕事もするという意味で言ったのだろうが！　少しばかり相談に乗ってもらっただけで勘違いするんじゃない！）

　ジルベルトはぎりぎりと歯噛みしながらも、隠れて話を聞いている状況が情けなくて、二人の前に出ていくことができなかった。

「では明後日、貴族街の宿の前で落ち合いましょう、用意した馬車の中で待機しています。アリーチェ嬢」

　ベランジェがそう言ってアリーチェの手をそっと取ると、その甲にキスした。

「ありがとうございます、ベランジェさん！」

　アリーチェはまるで何も気づいていないようで、のんきにホッと胸を撫で下ろしている。

（そんな下心丸出しの最低男についていくとか正気か？）

　思わず舌打ちしそうになってしまう。

　いや下心ならジルベルト自身も否定はできない。

　アリーチェの性格は最悪だったが、柔らかそうな豊かな胸も、抱いたら折れてしまうのではないかと思うほどの細い腰の線、そこから伸びる丸みを帯びた双丘の形もよく、夜会では男たちの視線をくぎ付けにしていた。

　彼女の高慢な態度に今まで耐えてこられたのは、いつかその身を自分のものにできると思っていたからだ。透き通った肌は陶器のようになめらかで、薔薇のつぼみの様にふっくらした唇を、すぐにでも心ゆくまで貪りたいと思ったのは一度や二度ではない。蜂蜜の様につややかなロングウェーブも、きつい香水を振りまきさえしなければ女神のように美しかった。

　校舎の方へ戻っていくだけなのに、アリーチェの後ろ姿が遠くに感じられた。今まで何があっても向こうからやってきていたのに、その背中はまるでジルベルトを拒絶するように振り返ることはなかった。

　隣国へ行って独立したいというアリーチェのやる気ある前向きな笑顔、あれは本気だろう。

　どこにも行かせない──。

　ジルベルトの瞳には彼女に対する独占欲と執着が滲んでいた。うまく感情を整理することができない。彼女が以前そばに来るたびに感じた嫌悪感は完全に消え去ってはいない。しかし同時に彼女が本当に変わろうとしているなら、その努力を無視できない自分がいる。

　アリーチェが今までの態度を悔い改めるなら、彼女との結婚も悪くないかもしれない。なぜあの笑顔を、優しい言葉をこちらには向けないのか。

　心の中で葛藤を抱えながらも、答えの天秤はすでに一つの結論に傾いていた。

　ジルベルトは、アリーチェが曲がり角で姿を消しても、しばらくそこから動けなかった。





※　※　※






　記憶がよみがえった舞踏会からひと月、アリーチェはずっと忙しかった。この世界の職業について調べたり、今まで意地悪をしていたクラスメートに優しくしたり、断罪を回避するべく、少しでも『悪役令嬢』のイメージを払しょくしたくて奔走していたのだ。

　ジルベルトやフローラに会ったらイベントが発生してしまいそうで怖くて、絶対に会わないように気を遣うのは大変だった。

　ゲームの中ではジルベルトから婚約破棄されると、両親から失望され、罵られ、あっけなく捨てられる。彼女の味方は一人もいなかった。さすがにあの仕打ちには「そこまでするか」とかわいそうになったものだ。

　自分を政略の駒としか見ていない両親もひどい。前世でもさんざん人の言いなりになって、つらい思いをしてきた。せめて新しい人生は自分の意志で歩む道を決めたい。

　そしてベランジェが隣国へ戻る日がやってきた。

　アリーチェは当面の生活ができるだけの金銭と身の回りの最低限のものだけを鞄に詰めて、早朝の霧の中を駆けていた。

　隣国まで逃げてしまえば、簡単には見つからないだろう。

　家を出る時には誰にも会わなかった。学校は休みで、声をかけるまで起こしに来ないでほしいとメイドに話してあるから、昼過ぎくらいまではアリーチェがいないことに気づかれないはずだ。

　──さようなら、私の最推しジルベルト王子。

　できることなら、もっとあの完璧な顔や甘い声を堪能したかったが、致し方ない。

　息を弾ませながら貴族街にある宿に向かうと、馬車が一台止まっているのがすぐに見えた。

「あれだわ」

　アリーチェが小走りに馬車へ駆け寄ると、御者が扉を開けてくれた。

「お待ちしておりました」

「ありがとうございます」

　一秒でも早くここを立ち去らなければ、誰かに見られてしまう。そう心配して、何の疑いも持たずに大急ぎで馬車に乗り込む。

「おはよう。時間通りかしら？」

　息を弾ませながら奥に座っていた人影に、アリーチェは鞄を座席に置きながら声をかけた。しかしながら、それに返答したのはベランジェの声ではなかった。

「ああ。問題ない」

　聞き覚えのある声にぎくりと顔を上げる。

「ジ……ジルベルト!?」

　その人物の顔を正面にとらえ、アリーチェは悲鳴を飲み込んだ。うしろで馬車の扉が閉まり、さらに飛び上がる。

「なぜ、あなたがここに……？」

　アリーチェはあんぐりと口を開けたまま、均整の取れた『最推し』の顔を凝視した。

「どうした、幽霊でも見たような顔をして？」

　ジルベルトは軽く首を傾け、唇の片端を吊り上げる。さらりと前髪が揺れて、片目が隠れた。

　艶っぽいしぐさにどぎまぎしながらも、アリーチェは自身の顔から血の気が引いていくのをはっきりと感じた。

「だって……そんな……」

「たまには早朝の散歩もいいかと思ってな」

　がたっと馬車が揺れて、道を進み始める。慌てて彼女は窓にかかるカーテンを開けて外を見たが、ベランジェの姿は見えない。

「馬車で散歩……？」

　もう一度ジルベルトの方を向き、震える声で問い返した。

「アリーチェこそ、こんな朝早くにどこへ？　その荷物はなんだ？」

「あ……わ、私も散歩の途中で……でも、やっぱり帰らないと……」

　鞄をぎゅっと胸に抱き寄せて笑おうとしたが、頬が引きつるだけ。

「婚約者だというのに水臭いな。今日は学校も休みだろう？　久しぶりに二人きりの時間を過ごそうではないか」

「い、いえ……婚約は解消するはず──」

　アリーチェはそこで言葉を切った。その目線は彼の頭上に固定されている。

（待って。９９９ってどういうこと？）

　ぱちぱちと二度見してみるが、数字に変化はなかった。最初に見たときはマイナス３００だったはずだ。

（さっぱり意味がわからないわ。こんな数値見たことない）

　ゲームで完璧な選択肢の通りに進めても、最終的に５００を少し超えるくらいだ。

（寝ぼけているのかな？）

　見間違いかと瞼をごしごしと擦ってみるが、まったく変わらなかった。

　──もしかしてゲームと違う行動をとったからバグが起きてしまったの？

　──それとも、これは隠しルート？

　しかしそんな噂は聞いたことがないし、公式の設定資料集にも、そういった裏話は載っていなかった。

　それに、ひと月前までマイナスだった数値が、いきなり爆上がりするのはおかしい。やはりゲームのバグとしか思えない。

「婚約解消はしないし、させない」

　ジルベルトの口からとんでもない発言が飛び出し、慌てて頭上の数値から視線を下ろせば、彼の表情は真剣そのものだった。

　アリーチェはその言葉に驚き、口を半開きにして固まる。鼓動が早鐘のように高鳴り、唇がわずかに震えた。

　彼女の反応を楽しむかのようにジルベルトは微笑んだが、その瞳には熱情が滾り、異様な光を放っているように見える。

（困ったわ。やっぱりゲームの強制力で決められた展開より前に退場はできないということ？）

　だが、断罪での退場だけはしたくない。

（そうだ、好きな人がいると言えば諦めてくれるかも！）

「あ。あの、私、実は別に好きな方ができたの。できればジルベルトにも真実の愛を見つけてもらいたくて……」

「ベランジェか？　あいつがどんな目でお前を見ていたのか気づかないのか？」

　ジルベルトの目が眇められ、すっと冷たい空気を纏う。

　ベランジェはゲームでは名前もないような人物だった。たまたま隣国へ帰るというのを聞いてそれに乗っかろうと思っただけだ。どんな目で見られていたかなんて全然気にも留めていなかったし、特に興味はない。けれど、ジルベルトの態度が変化したのは明らかだ。

　これで嫌われたかなと期待したものの、いくら待っても頭の上の数値はまったく減少することがない。

「へ？」

「男がどんな生き物がわかっていないようだな」

　ぽかんとしているとジルベルトに急に腕を引かれ、鞄が足元に落ちた。

「あ──んぅっ」

　そちらに気を取られた瞬間、温かいもので唇を塞がれる。

　キスされたと気づいたものの、きつく抱きしめられて逃げられなかった。

　──私、今キスされているの？

　驚きと困惑と、そして胸の奥が燃えるように熱くなる。

（信じられない。ずっと大好きだった最推しと実際にキスできるなんて！）

　ジルベルトは角度を変えて強く吸ったり、舐めるようにアリーチェの唇をなぞったりしながら、座席に彼女を押し倒した。

「ジル、ベルト……っ」

　唇が離れた一瞬でわずかに呼吸をするので精いっぱいで、押しのけようとしてもびくともしない。

「ん……っ、ふ……っ」

　服の上から性急に乳房を揉みしだかれ、鼻から甘い吐息が漏れてしまう。

（ジルベルトが、私を求めてる!?）

　こんなことは、主人公だってだいぶ親密度を上げてからでないと発生しないイベントだったはずだ。

　親密度を上げるためには毎日会話するのはもとより、その際の選択肢を正しいものを選ばないといけない。前世の記憶がよみがえってからは挨拶すら避けていたのに、こんなイベントが発生するなんて、やはりなんらかのバグが起きているとしか思えない。

「君は他の誰にも渡さない」

　しっかりと熱を帯びた瞳で見つめられ、どうしていいかわからなくなった。

「んんっ……ふぁ……っ」

　黙っていると行為の継続を了承と取られたのか、彼の肉厚な舌が歯列を割って入ってきて、ぬるぬると頬の内側や上顎を舐めたり、縮こまった彼女の舌に絡みついたり、貪るような口づけが繰り返される。

　同時に胸を捏ねていた指先がすぼめるように頂きをかすめると甘い痺れが起こって、アリーチェはびくんと体を震わせた。

「あっ、ん、ぁ……っ」

　柔肌を優しく押しつぶすように掌で撫でられ、服の上からなのにじんわりと伝わる愉悦が下腹の奥に集められていく。

「やぁっ……だめっ」

　唇を解放されたと思ったら、今度は耳朶を食まれてアリーチェは身をすくめた。

　水音とともに彼の熱い吐息が耳をくすぐり、ぞくぞくと肌が粟立つ。

「今までさんざん煽っておいて、だめなんて虫が良すぎないか？」

「あ、煽ってなんか……」

「露出の多い服装、誘うような目線や仕草に俺が気づかないとでも？」

「それ……は、その」

　前世の記憶を取り戻す前のアリーチェのしたことだ、とは言えなかった。

　意地の悪い彼女は、婚約者に対しても優位に立ちたいという願望を持っていたらしい。なかなかジルベルトが靡かないので、だんだん行為がエスカレートしていって、気を引くために周囲の男たちにも無駄に色気を振りまく女になってしまっていた。

　とにかく注目を浴びたかったのだ、彼女は。常に自分を見ていてほしいし、愛されたい。そんなことでしか視線を集められないことは虚しいと薄々自分でも気づいていたはずだ。だからこそフローラが自然体でいるだけで攻略キャラとの親密度を上げていくことに、強い嫉妬を覚えていくというストーリーなのだ。

「君には王太子妃としての教育がまだ残っているようだ」

「教育……？」

　アリーチェが聞き返した時、ちょうど馬車が停まった。

　扉が開いて、降り立った目の前は王宮だ。ジルベルトに有無を言わさず手を引かれ、連れていかれた先は彼の部屋。

　中には護衛と侍女が控えていたが、アリーチェの姿を見ても驚く素振りは見せない。まるで彼女がここへ連れてこられるのを最初から知っていたかのようだ。

「しばらく二人だけにしてほしい」

　ジルベルトがそう告げると、使用人たちは恭しく頭を下げて退室していく。

「こちらへ」

　彼が歩き出したので、ためらいながらもその後をついていった。

　どこへ行こうというのだろう。

　公爵家のアリーチェの部屋も十分に広いが、こちらはもっと広く天井も高かった。

　落ち着いた色味の調度品が揃えられ、暖炉には火が入っていて中はちょうどいい温度に調整されている。

　ジルベルトは来客用のソファセットも通り過ぎて、部屋の奥にある続き間を通り、隣の部屋まで来るとようやく足を止めた。

　そこには豪奢な寝台が一つ。こちらの部屋にも暖炉の火で適温に調整されている。

（ああ、ここはゲームのスチルで見た通りの──寝室だ）

　アリーチェは緊張よりも先に、そのことに感動してしまった。

　ゲーム終盤になると主人公への親密度が上がり、ここで彼に抱かれる場面が出てくる。

（恥ずかしながら、それをオカズにしていたのは私です……）

　前世で男性経験はなかったし、恋人と呼べるような人もいなかった。だからずっとジルベルトに想いを寄せて自分を慰めていたのに──。

「妃の役目の一つは世継ぎを設けること。だが体の相性というものがあるからな。もし、合わないとしたら婚約を解消してもいい」

　ジルベルトは、目元をほんのりと染めてこちらを見つめてきた。その瞳の奥には深い熱情が込められていて、アリーチェの胸がどきんと大きく跳ねる。

「相性……」

　唾を飲み込んだら、小さくのどが鳴った。

　合わないなら婚約解消できる──。

　ならば行為の途中で拒否すればいいのだ、彼には悪いが簡単なことだ。

「いいわ。その代わり、合わない時はすぐに帰してね」

　いくらジルベルトの親密度がカンストしているとはいえ、嫌がる女性を無理やり抱くキャラではないだろうから、途中でストップを要求すればそこで終わるだろう。

（早くメインストーリーから退場するのよ）

　アリーチェはワンピースのボタンに手をかけた。上から一つずつ外していくが、初めての経験に指先が緊張で震えて全部外すのに時間がかかってしまう。その間にジルベルトも服を脱いでいた。

　寝室の窓辺のカーテンは端に寄せられ、上品なタッセルで留めてあるので、朝日が部屋に射し込んでくる。

　こういう行為は夜にするものだと思っていたから、なんだかいけないことをしているみたいで落ち着かなかった。

　靴を脱ぎ、コルセットをはずすと、アリーチェの張りのある大きな二つの乳房がふるりとまろび出た。

　ジルベルトの視線を感じたが、できるだけ意識しないように下を向いてさりげなく胸元を腕で隠す。

「それは脱がないのか？」

　問いかけられて、それがドロワーズのことだと察する。

「だって、合わなかったらやめてくれるんでしょう？　それなら最初から全部見せる必要はないと思うの」

　それ以外に、単純に恥ずかしいからという理由もある。

「わかった」

　ジルベルトが真剣な表情で近づいてきたので、思わずぎゅっと目をつぶると、手を引かれて寝台の上に押し倒された。

　二人分の体重を受け止めて、ぎしりと寝台が大きく軋む。

　おそるおそる目を開けると、目の前には均整の取れた引き締まった体が朝日を浴びていた。

（うわ……かっこいい）

　画面で見るより、数倍いい。ほどよく鍛え上げられた胸板が実際に目の前にあるなんて信じられない。

　アリーチェはぼうっと見惚れてしまった。そこにふっと堪えるような吐息が落ちてくる。

「想像していた以上に綺麗だな、アリーチェ」

　ジルベルトは熱を孕んだ瞳でこちらを見つめ、そっとアリーチェの髪を指で梳いた。

　そのストレートな誉め言葉と優しい仕草に、うっかり心臓が口から飛び出しそうになる。

「そ……っ、そんなの、口ではなんとでも言えるし……」

　前世では平凡な容姿で褒められたことがなかったので、照れ隠しでつい自分を卑下する言葉が出てしまった。

「口だけじゃないんだがな」

　そう答えたジルベルトの瞳の奥に凶暴な性の色が光る。

　ぎゅっとのしかかられて、唇を重ねる。その時、太ももに触れた熱い熱の塊に彼女の心臓が再びびっくりして大きく跳ねた。

（こ、こ、この感触は……男の人のアレですか!?　まだ何もしていないのに、もう臨戦態勢なの？）

　口だけではないというのはそういう意味なのかと、アリーチェはぐるぐると目を回しそうになる。

　だが彼女が焦っている間にも、彼の口づけは続いていた。はじめは軽く吸ったり、触れたりするだけのキスだったが、少しずつ熱を帯びて深くなってくる。

「ふ……んぅっ……」

　髪の中に手を差し込まれて、頭を撫でられながらされるキスは温かくて心地よかった。

　自然と彼の背中に腕を回したら、ひくんと彼の分身が反応したような気がした。

　つかず離れず角度を変えて唇を求められ、息が続かなくなってくる。喘いだところに彼の舌がぬるりと口腔に滑り込んできた。上顎の粘膜をなぞったり、舌の付け根をくすぐるように舐められたりして、ぞくぞくと甘い愉悦が腰に降りていく。

「あ……ふぁ……っ」

　奥までたっぷりと舐め尽くされた後、力の抜けた舌を絡めとられ吸い上げられた。何度も繰り返されるうちに二人の境界がわからなくなるくらい吐息も熱くなり、じんと頭の芯がしびれ、飲み込み切れない唾液が口の端から溢れる。

　心臓が大きく高鳴っていた。全身を巡る血が熱く、彼女の白い肌は上気して色づき始めた。

「キスは問題ないようだな」

　ゆっくりと顔を上げたジルベルトとアリーチェの間にねっとりとした銀糸が光り、長く二人をつないでいたが、彼が笑うとそれが途切れた。

（む、無理って言うはずだったのに、気持ちよくて、つい……！）

　アリーチェはかあっと顔を赤くした。その様子を見た彼が満足そうに微笑む。

（その顔、反則なんだけど！）

　スチルで見るよりも、さらに人間味を増していて、アリーチェの心をまっすぐに射貫く。

　やがてジルベルトは髪を撫でていた手をゆっくりと首筋をなぞるように下ろしてきて、鎖骨の上を滑り、乳房にそっと触れた。

　馬車の中と違って、直に伝わる掌の温かさにアリーチェは身をすくめる。

「ジルベルト、だめ……」

　触れる手に少しずつ力が入り、指先が淡く色づく乳輪をかすめる。そのじれったい動きに、体の奥がむずむずしてきて、慌ててアリーチェは彼の肩に手をかけて押しのけようとした。

「本当にだめなのか？」

　すりすりと胸先を撫でる彼の指の腹の感触に、甘い痺れが走り、アリーチェは唇を引き結んで薄目でそちらを見た。

　薄い乳輪の色味が増して濃い桃色になっているだけでなく、つんと硬く勃ち上がっている。そこを彼が撫でているのだ。

「や、だ……っ」

　指先が頂きをかすめる度に、じんわりとした愉悦が起こって、耐えきれずにひくんと背中が浮いた。

「やめて……」

　アリーチェの瞳が潤んだ。

　本気で嫌なのではない。じれったい動きに我慢できなくて、もっと強い刺激がほしいと体が訴えてくるから、これ以上触れられたら流されてしまいそうでこわい。

「口では何とでも言えるな」

　ジルベルトがそう言って薄く笑う。指先はとても優しい動きなのに、彼の視線は獲物を前にした獣のように鋭くて、今にも食べられてしまいそうな気がした。

「ねえ、無理だって──」

　アリーチェが少しむきになって眉を寄せると、ジルベルトはきゅっと頂きをつまみ上げた。

「ひぃあぁ……っ」

　ほしかった強い刺激が突然訪れ、驚いて腰が跳ね上がる。

「柔らかいのに、芯があるみたいにしっかり尖っている。こうされるのが気持ちいいのか？」

　そう言いながら、ジルベルトは乳首をねじってみたり、くるりと押し回したり、次々に刺激を送ってくる。

「や、あン……っ、ふ──」

　甘い声が漏れてしまう口元を片手で押さえながら、与えられる愉悦に堪えようとするが、彼に弄られるとその都度背中をのけぞらせてしまい、自ら彼に胸を差し出すような形になってしまった。

　ジルベルトは赤い舌をのぞかせると、味見でもするかのようにぺろりと乳首を舐め上げた。

「ひゃぁ……！　や……っ、あぁん！」

　ちろちろと先端を舐めていた舌が、乳首を絡めとり、彼の口腔に含まれてしまった。

　ねっとりと熱く吸われ、恥ずかしさと愉悦の間でアリーチェの目尻に涙が滲む。

（どうしよう、やめてもらわなきゃいけないのに……）

　艶めかしい舌の動きに翻弄されるうちに、もう片方の乳首を指でかりかりとひっかかれ、下腹部の奥がきゅうっと疼いた。

　彼の体を押し返そうと両肩に掌を当てるが、びくともしない。

「俺にこうしてほしくて、ことあるごとに体を押し付けてきたくせに」

　ジルベルトはそう言って胸に顔を埋め、両手で乳房を強く揉みしだいた。柔肌に指が食い込んで少しだけ痛みを覚える。

　──それは悪役令嬢としての道を突き進んでいた頃のアリーチェがやったことだ。

（ああ、そうよね。私は悪役令嬢なんだから、ジルベルトに愛されるはずがない。やめてと言ってもやめてくれないのは、私を辱めて嫌がる姿を笑うためなのかもしれない）

　ずきりと胸が痛んだ。どうして主人公に転生しなかったのだろうと、今更考えても仕方ないことに心がもやもやする。

「ジルベルト……ちょっと、痛い……」

　そう言っても無駄だと思いながらもぼそっと呟くと、彼が胸の間から顔を上げた。

「すまない……ずっと自分の手で触れてみたいと思っていたから。本当に柔らかくて弾力があって、つい加減が利かなくなった」

　手を止めて、こちらに向けたその表情にアリーチェはどきりとした。

　熱を孕みながらも切ないまなざしがまっすぐに向けられている。目元を赤く染め、口元は何かをこらえるように引き結ばれていた。

「こういうことをするのは初めてだから……できるだけ痛くないようにする」

　だから許してほしい、とジルベルトが言って、その先はキスにつながれる。

（もしかして照れているの……？）

　ジルベルトはいつも完璧で余裕のある人だと思っていた。けれど、こんな風に本音を打ち明けてくれるなんて、なんだか心を許してもらえているようで嬉しい。彼の意外な姿に胸がドキドキと激しく高鳴った。

　彼は口づけを続けながら、優しく乳房を揉んできたが、その手が頂きにかかると鮮烈な刺激にアリーチェの背中がのけぞった。

「あっ……ん、や……っ、それ、だめ……」

　拒絶の言葉は情けないくらい弱々しい。

「強くしていないはずだが？」

　少しからかいを含んだ艶のある声がアリーチェの耳に響いた。

　それがだめなのだ。じれったい動きに体の奥がむずむずしてきて、腰がくねくねと揺れてしまう。

　もっと刺激がほしい。痛いくらいの愉悦がほしい。

（だめって言わないと婚約破棄してもらえない）

　わかっているのに、抗えない。

「ジル、ベルト……」

　アリーチェは瞳を潤ませ、弱々しく名前を呼んだ。

「どうした？」

「もう、やめて……」

　本当ならジルベルトはフローラと初めてこういうことをするのだ。自分が甘い時間を過ごす資格なんてない。

　ジルベルトが上体を起こしたので、これで終わりかとホッとしたような残念なような小さな息をついた時、彼の手がドロワーズにかかり、するりと脱がされた。

「胸はやめるが、こちらはまだだったからな」

　彼はアリーチェの足を開いて秘所に手を伸ばした。

「嘘……っ、待って──」

　アリーチェが慌てて腰を引こうとしたが遅かった。ジルベルトの指先によって秘められた花が開かれる。

「きれいな桃色だ。それにたっぷりと蜜を零している」

「恥ずかしいから見ないで……！」

　赤面したアリーチェの耳に、くちゅと小さな水音が届く。

「は……かわいいな」

　ジルベルトがのどを鳴らして、口角を上げた。そして秘裂に隠された薄皮を剥くと、中から瑞々しい紅玉の姿を暴く。

「ここが女性のいい所らしい」

　そこにふっと息をかけられただけで、アリーチェの腰が跳ねた。空気に晒されたばかりのそこはただでさえ敏感だ。それなのに彼はそこに顔を近づけて、そのまま唇を押し当ててきた。

「ひあぁぁっ！　だめっ、やだっ！」

　温かな舌に秘粒を舐め転がされ、味わったことがない愉悦にびくんびくんと全身が震える。

　逃げたくてもがっちりと腰をつかまれて、下腹部に溜まる熱が膨らんでいった。ジルベルトがそこに甘く歯を立て、ちゅっときつく吸い上げる。

「あああぁぁぁ……っ」

　目も眩むような快感に襲われて、アリーチェは大きく背中をしならせると四肢をこわばらせてガクガクと太ももを震わせた。体が宙にふわふわと浮いているような不思議な感覚が身を包むが、下腹部の奥は切ないくらい戦慄いている。

「アリーチェは感じやすいのか。それならもっと悦くしてやろう」

　シーツの上にぐったりと投げ出された足の間でジルベルトは機嫌よさそうに笑った。そして再び赤い舌をのぞかせると、その先端で蜜口をつついてくる。

「あぁっ、そこは……っ」

　だめ、と言いたいのに、そこから言葉が続かない。

　ぬるりと侵入してきた舌先が、うねる蜜窟の浅い部分を擦るように舐め上げた。

「ひぃ……っ、気持ち……、ちがう、よく、なんか……っ」

　ぞくぞくと甘い愉悦が肌を滑って、腰のあたりから頭の先へ駆け上がってくる。

　恍惚とした眩暈に体中の力が抜けてしまいそうになるが、頭だけを大きく左右に振ってなんとか理性を保とうとした。

「もっと奥に触れたら、気持ちよくなってくれるか？」

　顔を上げたジルベルトは、嬉しそうに唇についた愛蜜を舌でぺろりと舐め取る。行儀のいい仕草とは言えないのに、それを見たアリーチェの胸はさらに高鳴ってしまった。

　涙の膜が張った瞳を見開くが、彼の指がずぷりと蜜口に差し込まれた瞬間、くしゃりと羞恥に細められた。

「ひぃん……っ」

　長くしなやかな指が体の中に入ってくる。その初めての違和感に慣れなくてアリーチェは情けない声を上げる。

「熱くてぬるぬるしているな、それに指に絡みついてくる。ほら、動かしてもずっとついてくるかのようだ」

　ぬちぬちと粘った水音を立てながら、中指を抜き差しされて、アリーチェは身をこわばらせた。

「あ……あぁ……っ」

「だが、狭い。これではアリーチェを泣かせてしまうかもしれないな」

　そう言ってジルベルトが指を引き抜いて視線を移動させたので、彼女もつられて下の方へ目をやると、そこには猛々しい剛直の先端が見えた。

「ひっ……なにそれ、大きすぎ」

　おもわず慄いて息を呑むと、彼が軽く笑った。

「君のことを考えるといつもこうなる。今も早く君とつながりたくてはち切れそうだ。俺がどれだけ想っているのか、確かめてみるといい」

　そう言って彼に手首をつかまれ、剛直まで導かれる。

　こわごわと触れた彼の剛直の先端は少し濡れていた。ぬるりと指が滑り、そのまま静かに太く長い茎の部分を握ってみる。軽く脈動を感じるそれは熱くて少し弾力があるが、限界まで膨れているのがわかる。

（硬くて大きい……こんなものが私の中に入るのかしら。痛いよね、絶対……）

　だが、初めては痛いとはよく聞く。

（やだ、待って。入れるの前提で考えちゃだめ！）

　アリーチェが慌てて手を引っ込めると、おじけづいたととらえたのか、ジルベルトは再び秘所をまさぐってきた。

「大丈夫だ。少しずつほぐしていくから」

「ジルベルト、これ以上は……っ」

　そう抗議しかけたのに、指先がまた奥まで入り込んできて彼女はびくんと腰を揺らした。

　前後に抜き差しされる指がくちゅくちゅと水音を増していく。

「甘い香りがどんどん濃くなっていく。これほど感じやすいとはな」

　隘路を押し拡げる指が二本に増やされ、それらがバラバラな動きを始める。

「あっ……あん……やぁ……んんっ」

　鼻から抜けるような甘ったるい声が勝手に漏れてしまうのを、人差し指を噛んで堪えた。

「そんなに声を我慢したいなら、手伝ってやる」

　言うなり、ジルベルトに手をつかまれ、かわりに口づけで唇が塞がれる。

　ちゅ、ちゅ、と何度も唇を吸い上げられるうちに体から力が抜けていき、自然と彼の舌を奥まで受け入れていた。

　甘いキスにとろんと意識が蕩け、指先で翻弄されている蜜窟はずくずくと疼いて心地よい痺れに包まれる。

　いっそこのまま彼に委ねてしまおうかとアリーチェは思った。

　大好きな人から与えられる愉悦をどうして拒否できようか。だが、ここで逃げなければアリーチェに待つのは悪役令嬢として悲惨な末路。今は親密度がバグっているが、いつ元に戻るかわからない。その時冷たい態度を取られるよりは、今のうちに別れた方が傷は浅い。

「ジルベルト。お願い……やっぱりあなたとの婚約は解消させて」

　唇が離れた瞬間にわずかに顔を逸らし、アリーチェは顔の前に掌をかざしてキスを拒む。

　彼の初めては運命の相手、フローラでなければならない。二人の幸せがこのゲームの結末なのだから。

「よく聞こえない」

　ジルベルトはどこ吹く風で、愛撫を止める様子がない。

　体を下にずらすと胸の頂きに吸いつき、甘噛みしたり、舌を絡ませたりしながら、隘路を探るように指を這わせてくる。その指先がどこかをかすめた瞬間にアリーチェは強い愉悦を覚えて、甘い声を漏らしてしまった。するとジルベルトはそのわずかな部分を指の腹で執拗に撫でさすってくる。

「ふぁぁ……っ、や、だめぇ……っ」

　首を横に振りながらも、快感を逃せないアリーチェの腰はどんどん浮いていった。

「おかしくなっちゃうぅ……っ」

　ぐちゅぐちゅと愛蜜をかき混ぜる音が部屋に響くが、それが自分のものだとは信じられなかった。

　胸からも下腹部からも同時に快感を送り込まれて、嬌声を上げながらそれをすべて拾い上げると再び目の前がちかちかと眩しくなってくる。

「も……だめっ……あ、ああぁぁっ」

　がくがくと体を震わせたアリーチェは一瞬体をこわばらせると、シーツの海に沈んだ。

　ジルベルトが指を引き抜く動作にさえ感じ入ってしまい、ぴゅっ、ぴゅっと愛蜜が勢いよく噴き零れる。

　気持ちよさで頭の中が満たされ、顔の前にかざしていた手がぱたりとシーツに倒れる。恍惚感でそれ以上は指一本すら動かせない。

　荒い呼吸を繰り返し、ぼうっとした意識が戻ってくると、再び蜜口に熱いものが押し当てられ、指とは違う感覚にアリーチェはどきりとした。

「ジル……ベルト？」

「そのまま力を抜いていてくれ」

　ぬちゅ、と粘質な水音がして、指よりも太くて猛々しいものに隘路を押し拡げられる。

「ひぃっ……んん──」

　悲鳴を上げようとしたら、口づけで塞がれた。

　貪るように吸われて、懸命に呼吸をしようと夢中になっている間に、熱杭は奥へ奥へと進んでくる。引き裂かれるような痛みに思わず彼の背中に手を回して爪を立ててしまうが、それでも彼がひるむことはなかった。

　どくどくと拍動しているのが、自分の体なのか彼の剛直なのか境目がはっきりしない。

　太ももが小刻みに震え、必死に痛みに耐えている。アリーチェの眦から生理的な涙が零れ落ちた。

「アリーチェ。痛いか？」

　そう尋ねられ、アリーチェは眉をきゅっと寄せて頷いた。

「ぬ、抜いて……」

　責めるようにじとっとした目線で見上げれば、ジルベルトの切ない表情がこちらを見つめている。新緑色の瞳は潤み、形のいい唇は不安そうにわずかに震えていた。

「悪いが、ここまできたらそれはできない。アリーチェを誰にも渡したくない。だから君にも俺以外のことを考えてほしくない」

　一途で独占欲が強くて、嫉妬する姿もかわいい──などと思っていたのは前世の頃。

　かわいいどころか、一直線すぎてこわいくらいだ。

（約束と違うんですけど！）

　親密度カンストバグが恐ろしい。

　アリーチェは小さく息を呑んだ。

「痛いなら、この瞬間をずっと覚えていてほしい。君の初めてを奪ったのは俺だということを。そして君に快楽を与えることができるのも同様に、俺だけだということを」

　そこでジルベルトが腰を引いた。アリーチェの蜜襞がひきつれるように擦れて、じんじんと熱い。

「──愛している」

　囁くような言葉とともに、息を詰めた彼が一気に熱杭を最奥へ突き立ててきた。

「いっ……あぁぁ……！」

　鋭い痛みが弾けて、アリーチェは白い喉を晒してベッドの上で打ち震えた。

「全部、入ったぞ、アリーチェ」

　ジルベルトが覆いかぶさるように抱きしめてきて、しっとりとした肌にホッとしてまたぽろぽろと涙が零れる。

「ジルベルト……」

　疼痛はあるけれど、それは誰でも最初に通る道。本当は距離を置かなくてはいけないと思いながらも、望む相手とつながっているという確かな感覚は、まぎれもない喜びだ。

　これは夢でも何でもない。

　目の前の彼に大好きだと言ってしまいたいのを懸命に堪える。

（ストーリーをこれ以上変えてはいけないわ）

　ジルベルトがアリーチェにありえないほどの好意を抱いているのはバグのせいだ。どうしたらこの数値は元に戻るだろうか。

　今までゲームではそれを上げることしか考えてこなかったので、戸惑う。

（た、たとえば終わったら「へたくそ」の一言でも言ってみたらどうかしら？）

　現にジルベルトの男性器は大きすぎて痛みを伴っているのは確かなのだし、最低な夜だったと文句を言えば親密度も下がり、体の相性がよくないと納得してもらえるかもしれない。

　我ながらいいアイデアだとアリーチェは思った。

「少し動くぞ」

　汗で湿った髪を撫でられ、無言で頷くと、ずるりと剛直を引かれ、また一時にそれが最奥を穿つ。

「んっ……ひ……っ」

　圧倒的な質量と熱に蜜窟を擦り上げられ、拍動痛に泣きそうなった。

（こ、こんな大きさ、最後まで耐えられるかしら？）

　我慢しようとアリーチェが唇を引き結んだ時、下腹部に甘い痺れが走った。

「ン……っ」

　鼻から甘えるような吐息が漏れるのをジルベルトも感じたのか、彼は動きを止めて、そっとつながっている部分に手を伸ばした。

「もしかして、ここが気持ちいいのか？」

　彼が触れたのはさきほどアリーチェが達した秘粒だ。さきほど抽送した時に彼の体がそこに擦れて愉悦を感じたのだろう。

「答えるんだ、アリーチェ」

　そう促しながらもジルベルトは、秘粒をくりくりと指の腹で押し回してきた。

「あっ……そこ……は──」

　捏ね回されると、言葉にできない強い快感が沸き起こって腰が勝手に跳ね上がる。

　ジルベルトはその様子を見て溜飲を下げたのか、執拗に秘粒を責め立てた。

　優しく撫でたり、強めに摘まんだり、異なる刺激を与えられて、つながっている部分の痛みよりも快楽を拾う方に意識が移っていく。

「あぁっ……はぁ……っ」

　蜜壺から新たな雫が零れ始め、ジルベルトが少し動くと、さきほどよりも水音が大きくなった。

「中が、強くうねって絡みついてくる」

　嘆息したジルベルトはどこか余裕のなさそうな表情で、アリーチェの腰を掴み直した。

「もう一度動いてもいいか？」

　その額にはわずかに汗がにじんでいて、彼も緊張しているのだとわかる。

「……う、うん」

　おずおずと答えると、彼の瞳が一気に燃え盛った気がした。

　蜜にまみれた剛直を蜜口すれすれまで引き抜くと、一気に根元まで打ち込んでくる。

「あぁぁっ！」

　それを受け止めたアリーチェの目の前に星が飛び、背中をのけぞらせた。

　ぱん、ぱんと肌と肌を打ちつけ合う乾いた音が寝室に響き、同時につながった部分から淫猥な水音が溢れる。

　激しい抽送に痛みを感じたが、不思議なことにそれ以上の愉悦が生まれてアリーチェの頭の中を白く染めていった。

「はぁっ、あっ、あン……」

　最奥を穿たれる衝撃を感じる度に勝手に甘い声が漏れ出てしまう。

　体も意識もどこかに振り飛ばされてしまいそうで、力いっぱいシーツを鷲掴んだ。

　ずちゅずちゅと最奥を亀頭で抉られ、蜜襞を擦られる快感だけでなく、体の奥の方でも愉悦を拾い上げるようになって、アリーチェの全身が桃色に染まっていく。

　アリーチェの嬌声を聞いて、ジルベルトがますます遠慮なくがつがつと最奥を貪ってきた。

（なにこれ……っ、気持ちいい……っ）

　じんじんとした甘い痺れに、次第にアリーチェの腰も勝手に動き出してしまう。

「お腹の奥、熱いの……！」

　感じ入り涙が溢れて目の前がはっきり見えない。アリーチェは必死に彼にしがみつこうと腕を伸ばした。

　その手を取って、指先に口づけたジルベルトは彼女に覆いかぶさって抱きしめる。

「ああ、熱いな。とろとろになって、気持ちいい」

　低音のややかすれた声が耳元に滑り込んできて、アリーチェの心がきゅんとときめいた。

　同時に蜜襞もしなって、剛直に絡みつく。ジルベルトがその瞬間、呻いたのが聞こえる。

「そんな風にされたら……っ」

　ジルベルトが眉をしかめてこちらを睨むが、頬が上気し、本気で怒っているわけではないのがわかる。熱杭にぴったりと吸いついたせいか、その形までわかるようでアリーチェは恥ずかしくなった。

「もう我慢してやれない──」

　ジルベルトはアリーチェの秘粒に手を伸ばし、緩やかに扱いた。

「やぁっ、それ、だめ……っ」

　鮮烈な愉悦に身をよじって逃げようとするが、彼は容赦なく弱い部分を責め続け、同時に熱杭で蜜窟をかき回した。

　激しい抽送に合わせて溢れる蜜と、それを絡ませながらぬるぬると扱かれる秘粒。絶え間なく送り込まれる快感に溺れ、アリーチェは再び絶頂に押し上げられた。

「あああぁっ！」

　背中をのけぞらせ、つま先をきゅっとすぼめながら、全身を駆け巡るむずがゆさに似た快感に打ち震える。

　頭の中が真っ白になって、徐々に指先が弛緩していった。

　しかしその余韻に浸る間もないまま、ジルベルトはうねる蜜襞をかき分けるように最奥をめがけて何度も剛直で抉ってくる。

「やだ……っ、またおかしくなる……っ」

　ぼろぼろと滂沱の涙を零しながら訴えるが、ジルベルトはまったく勢いを緩めてくれなかった。むしろ、さきほどよりも無我夢中に打ちつけてくる。彼は口元に笑みを浮かべつつも、わずかに眉を歪めている。なめらかで端整な顔立ちには、余裕がないように見えた。

「ひ……んっ、また……っ」

　びくびくと全身が震え、つながった部分からじゅぷじゅぷと大量の蜜が噴き零れた。

　絶頂に絶頂を重ねられ、アリーチェの可憐な口元からは絶え間なく嬌声が上がる。

「ジルベルト……ォ」

　アリーチェは子どものように甘えた声を出し鼻をすすった。

　気持ち良すぎて苦しい。本当におかしくなりそうだ。

「ああ、アリーチェ。俺もそろそろ限界だ」

　ジルベルトは額に玉のような汗をかいていた。動くたびにそれがアリーチェの上気した肌にぽたぽたと滴り落ちる。

　限界と言いつつも、彼はそれから獣のように容赦なく最奥を何度も抉った。

「やぁ……っ、あ……あぁん」

　行き過ぎた愉悦は耐えがたくて、意味のある言葉がもう紡げない。

「んぁっ……あっ、は──」

　目の前がチカチカしてきてアリーチェの意識が飛びそうになったところで、ジルベルトが息を詰めるのがわかった。同時に彼は剛直を引き抜き、彼女の薄い腹に向かって勢いよく吐精する。

「ひあっ……ああぁぁっ」

　苦しいほどの快感に襲われて、アリーチェは背中をのけぞらせ潮を吹き上げた。硬直した体から力が抜けて寝台に倒れても、なかなか意識が絶頂から戻ってこられない。乱れた呼吸を整えようと、柔肌を揺らしながら上下に胸を動かす。

　やがて温かな白濁を一滴残らず吐き切ったジルベルトが、アリーチェの額に労わるように優しく口づけた。

　度重なる絶頂を味わい、思考がふわふわして夢見心地だ。全身が多幸感で満たされ、もう先のことなど考えられない。

「アリーチェ。とても、よかった」

　ジルベルトが微笑を浮かべ、噛みしめるように言うのが涙で滲んだ視界に映った。

　それがゲームのスチルそっくりで、アリーチェの心はたちまち冷えていく。

（私、何をしているの？　フローラとジルベルトをくっつけなくちゃいけないのに……）

　罪悪感で胸がずきずきと痛んだ。それは目に見えない細いとげのように、抜こうとしても抜けない痛みだった。

（下手だって言わなきゃ……）

　だが、その言葉を使うには、今のアリーチェの状態では説得力がなさ過ぎる。シーツの海にぐったりと沈んだ彼女は、明らかにジルベルトから与えられた快楽に陥落していた。

「これからも週末はゆっくりと二人で過ごそう」

　ジルベルトの言葉にぎょっとする。

「わ、私は、婚約解消を──」

　最後まで言い終えないうちに、彼の人差し指が唇に当てられて抗議を止められた。

「婚前教育は始まったばかりだ。君がそんなことを言わなくなるまで続けるとしよう」

　そう言ってジルベルトは指を離し、アリーチェに唇を重ねた。

「んっ……ふ、んんぅ……っ」

　顔の前に掌をかざそうとするが、さりげなく指を絡められ、シーツに押し付けられてしまった。

　甘い、甘い口づけは、罪の味。

　悪役令嬢なのに、親密度ＭＡＸってやっぱりバグとしか思えない。







第二章 ここが噂の「〇〇〇しないと出られない部屋」ですか？








　──早く穏便に退場しなくちゃ。

　ゲームはもう始まっているのだ。フローラがジルベルトからの親密度を上げていけばアリーチェは捨てられてしまう。そんなみじめで悲しい思いをする前に遠くへ行きたかったのに、あろうことか彼女はジルベルトによる『婚前教育』を毎週受けることになってしまった。

　週末になると公爵家のタウンハウスまで王宮の迎えが来るので、両親は喜んでアリーチェを送り出す。現金なもので、両親は目に見えてアリーチェに優しくなった。

　完全に逃げ出す機会を逸してしまった彼女は、ジルベルトの寝室で一糸まとわぬ姿で彼の寵愛を受けていた。それも一度や二度ではない。きっぱりと拒絶できればいいのだが、ジルベルトにまっすぐ見つめられ求められると弱い。今夜も同じようにキスの雨を降らされ、全身くまなく愛撫されていた。

（早く逃げないといけないのに……）

　親密度バグによって、すっかりストーリーが変わってしまっている。それとも実は主人公との交流の裏でこんな展開があったのだろうか。

（そんなことは絶対にないわ。だってゲームでは一途という設定だったし、ジルベルトはアリーチェのことを疎ましがっていたもの）

　肝心のフローラの親密度はどうなっているのだろう。彼女はどうやら休み時間などにジルベルトのそばに行っているようなので、選択肢を誤らなければ親密度もそこそこ上がっているのではないだろうか。

　それなのに──。

　ジルベルトの熱っぽい瞳は今夜もアリーチェに注がれている。

　相変わらず頭上の数値は９９９のまま。

　──推しの幸せは私の幸せ。

　ジルベルトも推しではあるが、もちろんフローラにも思い入れはある。やはり正当な主人公と結ばれるべきだ。

（でも、どうせ捨てられるなら今夜だけは……）

　すぐに決心がぐらつく自分が嫌になる。前世でも結局自分の意思を押し通せなくて全部背負い込んでしまった。

　その点、本物のアリーチェは悪役ではあったが自分の確固たる信念のもと行動ができていて、そこだけは羨ましかった。

（私もアリーチェみたいに強くなりたいな……）

　自立の頼みの綱だったベランジェはあれからアリーチェに姿を見せることもなく、さっさと隣国に帰ってしまったらしい。

「何を考えている？」

　きつく太ももを吸われて、アリーチェはハッと我に返った。

「な、何も……」

「それはよくないな」

　ジルベルトはアリーチェの体の間に割って入る。

「え？」

「二人でいる時は俺のことだけ考えていろ」

　そう言ってジルベルトは蜜口に剛直を押し当てた。濡れてほころびきった媚肉が嬉々として熱塊を呑み込んでいく。

　最初の時の痛みが嘘のように、今では彼が中に入ってくるだけで蜜窟がうねり、待ちわびていたといわんばかりに彼に絡みついていく。

「は……っあ、あっ……」

　くちゅ、と亀頭が最奥へ届いた感覚に、腰が甘怠く震えた。

　とんとんと一定の律動で子宮の入り口をノックされて、たちまち新たな蜜が滴り、聞くに堪えない淫らな水音を立て始める。

「そろそろ俺の形を覚えたか？」

　ジルベルトは法悦の笑みを浮かべて、アリーチェの最奥を執拗に抉った。

「あぁっ……やぁ……っ」

　首を横に振りながらも、蜜襞は攣縮して剛直に吸いつく。おかげで彼が言っている通り、その形をはっきりと認識できてしまう。

　広げた傘のようななめらかな先端から熱く脈打つような長く逞しい肉茎が、アリーチェの体の中で暴れた。

「はっ、本当にアリーチェはわかりやすい」

　機嫌よさそうに笑い飛ばしたジルベルトは、ずちゅずちゅと抽送を繰り返す。

「ジルベルト！　もう……抜いて……っ」

　アリーチェが大きく頭を左右に振ると、ゆるやかに波打つ金の髪が枕の上でさらさらと流れた。

「君は毎回そう言うが、本心ではないだろう、アリーチェ」

　腰の動きを止め、ジルベルトは濡れそぼった二人の結合部を見下ろしながら、にやりと不敵な笑みを浮かべた。

「ほ、本心よ……」

　そう答えながらアリーチェは、上気した顔を彼の引き締まった裸身から背ける。

「では、今夜はここで終わりにするか？」

　ジルベルトはアリーチェの最奥を貫いていた剛直を、ずるずると引き抜き始めた。いっぱいに押し拡げられていた彼女の隘路がたちまち空虚になっていく。

「あ……んっ」

　自身の意思とは裏腹に蠢く蜜襞が、出ていこうとする熱に追いすがるように絡みつき、そのぞくぞくした感覚に思わず声が零れる。

「そんなに締めつけられたら、抜くものも抜けなくなる」

　ジルベルトは新緑色の瞳を熱っぽく光らせ、わざとらしく眉を八の字に曲げた。

「ち、がうの……っ」

「何が違う？」

　ジルベルトは完全には剛直を抜かずに、アリーチェの浅い部分を擦り始める。

　くちゅくちゅと粘質な水音がつながった部分から響いた。

「俺たちはこれから結婚するのだから、体の相性を確かめるのは重要なことだ。それとも何か不満な所があるのか？」

　焦らすように甘く優しい刺激を続けられ、最奥の泉からまた新たな蜜が湧いてくる。

　不満なんてない。彼と肌を合わせるのはこれが初めてではないし、嫌なら、とっくに逃げ出している。

　しかしながらアリーチェは豊かな胸を揺らしながらあえかな声を上げ、ただただ涙を浮かべて彼を見つめていた。正確には、その頭上に浮かんでいるピンク色の『９９９』という数字を──。

　いったいどうしてこんな親密度がカンストするバグが起きてしまったのだろう。これをどうにかする方法はないだろうか？

「何も答えないということは、不満はないということだな？」

　ゆっくりと含みを持たせたジルベルトの深く甘い声に、アリーチェの視線が彼の端整な顔の方へ戻る。目が合った瞬間、そのまなざしの強さにどきりとした。彼の瞳は深く、彼女を捕えようとする鋭さが滲んでいる。目元はわずかに赤みを帯び、ここから逃がすまいとする絶対的な意思を孕んでいるかのようだった。

　彼女の両方の膝裏をぐっと持ち上げたジルベルトは、返事も聞かずに勢いよく泥濘に熱杭を突き立てた。

「ああ……っ！」

　ずぷりと一息に最奥を貫かれて、言葉にできない強い愉悦が背筋を駆け上がる。四肢がこわばって頭の中が真っ白になり、呼吸すら忘れてしまいそうになる。

　アリーチェの紫がかった青い瞳がいっぱいに開かれ、涙の粒がシーツに散った。

「は、あ……ぁ……」

　思い出したように肺に空気が入ってくると、彼女は荒く息をつき全身を細かく震わせながらシーツをぎゅっとつかんだ。

　じわ、と結合部から暖かいものが滲み出てきて双丘をだらだらと伝い落ち、シーツを濡らす。

「これだけでイったのか。かわいいな、俺のアリーチェは」

　蕩けるような笑みを浮かべたジルベルトは彼女の膝を下すと、そのまま覆いかぶさるように抱きしめてきた。

「俺は君がいれば、他に何もいらない」

　耳に滑り込んでくるのは、蜂蜜のように絡みつく甘い声。

　本当ならこんな風に愛されるのはフローラのはずなのに。彼女に申し訳なくて涙がはらはらと流れた。

　バグのせいとはいえ、ジルベルトの愛は、完全にアリーチェに向いている。その想いに素直に応えたい気持ちと、同時にフローラを傷つけることになるという現実が、アリーチェの心に重くのしかかってくる。こうして結ばれることが嬉しい反面、この幸せの中に潜む罪悪感が心をかき乱した。

　もしかしたら、ゲームにはない行動をとってしまったのがいけなかったのかもしれない。

　ジルベルトの親密度を下げるには、いったいどうしたらいいのだろう。

　彼に嫌われるのはつらいけれど、悪役令嬢として生まれたからにはそれを受け入れ、別の生きる道を探すしかないのだ。

「アリーチェ」

　ジルベルトはきつく彼女を抱きしめ、流れる涙を吸い上げると、耳朶をなめしゃぶりながら抽送を始める。

　たっぷりと潤った泉はぐちゅぐちゅと耳を塞ぎたくなるほどの淫猥な水音をたて、彼女の羞恥を煽った。

「あ、はぁ……あ、あぁ……っ」

　重怠い甘い衝撃が最奥に届くたびに、腰が勝手に揺れだして跳ねる。まるで快感に打ち震え、喜んでいるようだ。

　事実、気持ちがよかった。

　体の相性がいいのかどうかはわからないが、アリーチェにとってジルベルトから与えられる快楽に勝るものは何もないと思わされるほど、彼なしでは満足できない体になってしまっている。

　──それともこれは、新たな断罪ルートなの？

　愛していると言って快楽に溺れさせながら、最後には残酷に捨てられるストーリーになってしまったのだとしたら、その瞬間はいつになるのか、それまで彼に偽りの愛を注がれ続けるのかわからない。

「どうしたら……いいの？」

　きゅっと胸が締めつけられた。

「感じるままに俺に溺れてしまえ」

　ジルベルトの囁きが鼓膜を震わせてから、アリーチェは心の声が漏れてしまっていたことに気づく。

「あ、ちが……っ」

　上体を起こすジルベルトに慌てて言い訳しようとしたが、がっちりと腰をつかまれて息を呑んだ。

「そんなに締めつけなくても、朝まで離すつもりはないから安心しろ」

　艶麗な笑みを浮かべたジルベルトが、少しだけ剛直を抜いたが、すぐに最奥を穿つ。

「ひぁっ、あっ、あン……！」

　深く重く、緩急をつけて蜜襞を擦られ、最奥が押し上げられ、アリーチェは背中をのけぞらせた。

　ぱん、ぱん、と肌がぶつかり合う音が寝室に響き渡る。

　弾力のある先端に突き上げられると、その甘い痺れは脳芯を揺らし、平静ではいられなくなる。嬌声とともに結合部からは愛蜜が溢れて、ずちゅずちゅと淫猥な音が絶え間なくアリーチェの聴覚を冒した。

　時にはぐるりと腰を回して隘路をかき混ぜ、アリーチェが反応した部分を執拗に擦り上げる。

「んんっ、あぁ……っ、そこ、だめ……っ」

　弱い部分を責められて、耐えきれずに膨れ上がった涙が目尻を滑り落ちた。

「ここが、『いい』のだな？」

　ジルベルトに聞き返されて、アリーチェはしまったと思ったが、もう遅い。

「やぁぁ……っ、だめぇ……！」

　反り返った亀頭で何度も敏感な部分を擦り上げられて、再び彼女は嬌声を上げながら全身をびくびくと震わせた。

「熱くうねって、押し出されそうだ」

　ジルベルトは苦しそうに眉間にしわを寄せるが、口元は笑っている。

「ああぁ……！」

　何度も愉悦の波が送り込まれ、体中に快感が駆け回り、意識が宙に舞う。

　再び、彼に絶頂に押し上げられたのだ。恍惚で満たされた瞬間は、心も体もとろとろに蕩けてしまって何も考えられなくなる。

　ジルベルトに言われる前から、すでに彼に溺れてしまっているのだから、こうなってからでは拒否なんてできるわけがない。

　アリーチェが気を失うように眠ったのは、ようやく日が昇った頃だった。





※






「ストーリーにない行動をとるから、展開がおかしくなるのかも。これからは悪役令嬢らしくフローラにいやがらせしよう！」

　週が明けて王立貴族魔術学園へ登校したアリーチェは一人でそうつぶやき、ぐっとこぶしを握った。

　本当は大好きな主人公にいやがらせなどしたくない。だがそういう試練も恋愛のエッセンスなのだとしたら、それがないとストーリーが進まないということなのだろう。

　早速アリーチェは、中庭に向かった。そこでフローラがジルベルトと並んでベンチに腰かけて何か話している。そばには側近のエリゼオの姿もあった。ジルベルトがフローラに向かって微笑を浮かべている光景が、まるで刃のように心に突き刺さる。その笑顔は今まで見たことがないくらい穏やかで優しかった。

　二人はずいぶん親密度が上がったのだろうか。

　──余計なことを考えてはいけない。

　目の奥が熱くなるのを堪えて深呼吸をしたアリーチェは、そこへつかつかと歩み寄った。そして仁王立ちして腕を組み、フローラをできるだけ強く睨みつける。

「フローラと言ったわね？　あなた、ジルベルトが私の婚約者だと知って、彼の隣に腰かけているのかしら？」

　アリーチェは胸にかかった長い金髪を後ろに払って、いかにも悪役令嬢のようなポーズをとってみせた。

「し、知っております」

　フローラは目を泳がせ、不安そうに声を震わせる。

「入学してから目障りなのよ。ジルベルトに近づかないでちょうだい」

「た……大変申し訳ありませんでしたっ」

　ハッとしたフローラが慌てて立ち上がると、教室の方へ足早に駆けていった。

（そう。ここでジルベルトが『君は悪くない』と言ってフローラを追いかけていく、という展開だったはず）

　アリーチェは切ない胸の痛みから目を逸らして、ふふっと自嘲気味に口角を上げる。

「学園内で声をかけてくるのは久しいな、アリーチェ」

　ところがなぜかジルベルトはベンチから立ち上がることもなく、フローラの後ろ姿をちらりと横目で見ただけで、すぐにこちらに向かって嬉しそうな笑みを浮かべた。

「へ？」

　アリーチェはぽかんと口を開けて、ジルベルトとフローラの背中を交互に見やる。

「何かあったか？」

「い、いえ。何を言おうと思ったか忘れてしまったわ。それじゃっ」

　二人の仲を進展させるためにやってきたとは言えない。どういうわけだか知らないが、作戦失敗だ。次の策を練ろうと、くるりと背を向けて中庭を出ていこうとしたら、後ろから手首をつかまれ、ぎょっと振り返ったらジルベルトだった。

　悪役令嬢《アリーチェ》が追いかけられてどうするの──。

「アリーチェ。まさかと思うが……」

　真剣な表情でこちらを見下ろしてくるので、ここでフローラに意地悪をしたことを言及されるのかとごくりと唾を呑む。

　だが彼は、眉をひそめながらも瞳を熱っぽく潤ませていた。

「……妬いているのか？」

「え？」

　予想外の問いかけに、アリーチェは目を丸くする。

　フローラとジルベルトを近づける作戦が失敗したから出直す、と正直に言おうか迷ったが、あまり事態をややこしくしたくなくて口をつぐむ。

（嫉妬……というよりは、フローラに対して罪悪感しかないんだけど）

　だが、ゲームの設定ではアリーチェは嫉妬からフローラにいやがらせを始めているから、ここは否定しない方がストーリーの修正につながるかもしれない。

「ジルベルトの隣は私のものなのよ。今後一切、あの小娘を近づけないでちょうだい」

　アリーチェはきっと眉をつり上げ、いかにも高飛車な悪役令嬢の口調で告げてみた。

　これはもう親密度もだだ下がりだろうと自信をもって彼の頭上を見上げたのに、数値はまったく変わっていない。

「もちろん、俺の隣は君しかいない」

　握っていた手首を離し、代わりに指を絡めてきたジルベルトはそっと絡ませた手を持ち上げ、壊れ物を扱うように優しく口づけた。

「ひぇ……っ」

　アリーチェは顔を真っ赤にしてその場で硬直してしまった。

　親密度バグとは、何をしても下がらない状態なのだろうか。

　ジルベルトの前で何をしてもだめなら、彼のいないところでいやがらせをしてフローラを追い詰めるしかない──。

　翌日、今度はフローラの席まで行くと、前の授業で返された試験の成績表を取り上げた。

「まあ！　なんてひどい点数なの？　どう勉強したらこのような成績になるのかしら？」

　アリーチェは高笑いをして、成績表をびりびりと破いた。

「あっ……」

　フローラが成績表に伸ばしかけた手を引っ込めて、ぎゅっと握り込んで俯く。

（さぞかし傷ついたでしょう？　ごめんね、あとから謝るから）

　アリーチェは心の中で謝りながらなんとか笑みを保って、フローラが顔を上げるのを待つ。

「あの、ありがとうございます」

　下を向いたままのフローラから予期せぬ言葉がかけられた。

「へ？」

　アリーチェの口からまた変な声が出る。

「初めての試験で点数がよくないのを親に見せるのが申し訳なくて、どうしようかと悩んでいたんです。これで、ないものは見せられなくなりましたよね！」

　フローラは顔を上げてにこりと笑った。

「な……っ」

　なぜ、そんなポジティブなことが言えるのだろうか。

　アリーチェは頭を抱えたくなった。

　本当はここで逃げ出し、落ち込んでいるところをジルベルトに見つけられ、二人きりで勉強しようというストーリーになるはず。

　いくら主人公とはいえ、悪役令嬢に対してここまではっきりと物言いできる性格ではなかったはずだ。もしかしたら親密度バグの影響が、フローラにまで及び始めているのかもしれない。このままではストーリーが破綻してしまい、フローラは幸せな結婚ができなくなってしまう。

「開き直り？　せいぜい落第しないようにジルベルトに勉強を教わるといいわ」

　なんとか、通常のストーリー展開に軌道修正しようと必死で言葉を続ける。

「殿下に近づかないでほしいとおっしゃっておりませんでしたか？」

「それとこれとは話が別よ！　ほら、来なさいっ」

　アリーチェはフローラの手を引いてジルベルトのいる教室へやってきた。

「ジルベルト。お願いがあるの」

　教室の入り口で名前を呼ぶと、彼は自身の席を立ってすぐにこちらへやってきた。

「どうした？」

「フローラに二人きりで勉強を教えてあげてほしいの。放課後の図書室は先生の許可をもらえば自習室を使用できるでしょう？」

　学生時代にこんなイケメンに勉強を教わりたかったと思いながら、プレイしたイベントエピソードだ。

　アリーチェは子どもの頃から質の高い教育を受けてきたので、ありがたいことに前世の記憶が戻ってもその知識は今も身についていて、試験もなんなくこなせるので勉強の必要はない。

（ゲームの中のアリーチェも陰では努力していたのね）

　それなのにぽっと出の主人公に婚約者を取られるのだから、闇落ちしても仕方ないのかなと同情を覚えてしまう。

「助けてやりたいのはやまやまだが、俺は君の『教育』で忙しいからな」

　ジルベルトは、アリーチェの長い髪をひと房取って軽く口づけ、意味深な目線を送ってきた。皆の前でしれっと言ってのけたことに、アリーチェは飛び上がりそうになる。

「な、な、なんのことかしら？」

　目を逸らしてとぼけるが、声が震えてしまった。

「代わりにエリゼオに頼んでやろう」

　うろたえるアリーチェをからかうようにニヤッと笑った彼は、そばにいた側近を呼んだ。

　それではストーリーの修正にならないし、フローラもがっかりすると思ったのに、彼女はアリーチェを押しのけて前に出ると目を輝かせた。

「そうですか。ありがとうございます、ぜひよろしくお願いします！」

　フローラは大きく頭を下げた。

　だから、これではストーリーの修正にならないというのに。

（いい子過ぎるでしょ、フローラ。本当はジルベルトに教わりたいのに我慢しているんだわ）

　けなげな主人公に、アリーチェは心の中でうるっと瞳を潤ませた。

　こんなに気遣いができて純粋なフローラの想い人を自分が独占している状況に、胸が苦しくなる。

「いいだろう、エリゼオ？」

「殿下がそうおっしゃるのでしたら」

　エリゼオは軽く頭を下げた。

「もっ……もういいわ。行くわよ、フローラ」

　この作戦も失敗に終わってしまったようだ。アリーチェはため息をつく。

「級友の成績を心配するとは、アリーチェは本当に優しいのだな」

　アリーチェを見つめるジルベルトの瞳には、温かい光が宿っていた。

　完全に誤解である。もしかして余計に事態をこじらせてしまったかもしれない。

　彼女はフローラの手を引き、急いでその場を退散した。

「あの、殿下がおっしゃっていた『教育』とはどういうことですか？」

　廊下を足早に進んでいると、フローラに無垢な表情で尋ねられ、アリーチェは慌てふためく。

「王太子妃になるための最終的な試験、のようなものかしら。だから、あなたにはもっと無理なことよ」

　アリーチェは言葉を濁し、わざとツンとした態度を取ってみせた。

　体の相性を確かめているとは口が裂けても言えない。

（悪役令嬢って難しい～）

　強気なキャラに憧れていたが、やはり見た目がアリーチェでも中身はただの転生した弱気な一般人に過ぎない。

「大変なのですね。私なんてとてもではありませんが、アリーチェ様の足元にも及びません」

　フローラは謙遜するように顔の前で手を振り、弱々しい笑みを浮かべた。

「ですが、意外でした。てっきりもう婚約者として殿下にお認めいただいているものとばかり……」

「そ、それは嫌味かしら？」

「いえ。とんでもありません！　アリーチェ様とジルベルト様のご成婚を楽しみにしておりますね。私にできることがありましたらなんでも言ってください！」

　フローラがぱっと顔を明るくしてこちらを見つめるので、アリーチェは毒気を抜かれたように頷くしかなかった。

「ありがとう……」

　フローラが優しくて真面目であるほど、心が痛い。

（ごめんなさい。私が序盤に行動を変えてしまったから、ジルベルトの親密度がおかしくなっているの。そのせいであなたも本当の幸せを知らないまま時を過ごしている……間違ったストーリーは直してみせるから諦めないでいてね、フローラ）

　アリーチェが教室に戻ると、フローラが早速「エリゼオ様に勉強を教えてもらえることになったの、アリーチェ様のおかげよ」と彼女を褒めてくるので、みんなもアリーチェに尊敬のまなざしを送ってくる。

「わざと成績表を破いただけでなく、次はいい結果が出るように計らってくださるなんて天使のようだわ」

「本当ですね。私はアリーチェ様にお勉強を教えていただきたいです」

「美しく聡明でお優しいだなんて完璧すぎますわ」

　教室にいた令嬢たちが口々に語り、ほうっと感嘆のため息をついた。

（ち、違うのに……！）

　もしかしてこの世界の人たちの親密度がすべてバグっているのではと思うほど、これまでと違って、みなアリーチェを全肯定してくるのがこわい。

　たしかに悪役令嬢の汚名を返上したかったけれど、ここまで好意的だとかえって戸惑ってしまう。

（でも、そのうちフローラがジルベルトの意中の人になって、みんなの関心はそちらに向くわ……）

　アリーチェは寂しそうに笑った。




　翌日の放課後、アリーチェはフローラに図書室で待っているように話し、自身は遅れてそこに向かった。

　──こうなったら究極の作戦《イベント》を遂行するしかない。

（本当は親密度を上げてキスを交わすところまで話を進めているのが条件のイベントだけど、今の二人はどうなのかしら。でも、ここまでストーリーが変わっているなら、そこまで仲が良くなくても発生してくれるかもしれない）

　アリーチェはぐっと唇を噛んだ。

　『きみとなないろの恋』には、課金して見ることができるイベントがいくつか存在する。

　図書室でのイベントもその一つで、親密度が一定以上の数値ならば解放できるものだ。

（それが噂の『セックスしないと出られない部屋』よ！）

　アリーチェは図書室の前に立って深呼吸した。

　図書室の地下にある書庫で本を探しているとなぜか扉が閉まって、中から開かなくなる。助けを待つ間に二人はいい感じになってそこでＲ指定の展開になるという寸法だ。そしてタイミングよく、そのあとに扉が開くので、ゲームをプレイするファンからはそういう通称で呼ばれていた。

　少し強引かもしれないが、通常ではない行動で親密度が変わるなら、もしかしたらイレギュラーなタイミングで起こしたイベントを通じて、ジルベルトのフローラに対する親密度がいきなり上限に達する可能性だってある。

（そうすれば、私はもうジルベルトに見向きもされなくなるのね）

　ずきりと胸が痛んだが、本来の悪役令嬢はそういう役割なのだから仕方ない。

　扉にかけた指先がかすかに震え、こわばった。ここでためらっていても何の解決にもならないというのに。

（とりあえずフローラを先に書庫に閉じ込めて、それからジルベルトを呼びに行って、無理やり閉じ込めよう）

　そんなことをすればジルベルトに怒られそうだが、それでアリーチェへの親密度が下がるなら本望だ。

　迷いう心を奮い立たせると覚悟を決め、勢いよく図書室の扉を開けた。

「フローラ？」

　だが、返事はなかった。カウンターには人の姿がない。書棚の間を歩いてみるが、誰もいないようだ。

　まだ来ていないのなら、書庫の様子を先に見ておこう。関係ない人間が閉じ込められたら大変なことになる。

　部屋の隅にある重い扉を手前に引くと、数段の階段があった。壁にあるランプの中で小さな炎が揺れているので真っ暗ではないが、壁に手をついて慎重に降りていく。

（本棚もあるけれど、物がたくさん置かれているし、めったに使われていないみたいね）

　広さは前世の記憶でいうワンルームほどだろうか。床は滑らかな大理石のように歩きやすい。天井もそれなりに高く、手を伸ばしても届かなそうだ。

　明かりは入り口の扉の所にあるランプだけで、奥の方は暗くてよく見えない。

「よかった。誰もいないなら心置きなく二人を誘導できるわ」

　一旦引き返そうと、後ろを向いたら「アリーチェ？」と呼びかけられ、小さな悲鳴を上げてしまった。

「ジ、ジルベルト!?」

　入り口に立っている彼の姿を見て、アリーチェは目を真ん丸にした。

　呼び出したのはフローラのはずだ。どうして彼がここに姿を現したのだろう。

「なぜ、あなたがここに？」

「アリーチェが本を探しているから、手伝ってあげてほしいとフローラが伝えにきたのだ。探し物は見つかったのか？」

　ジルベルトがそう言いながら階段を降り切ったところで、突然扉が音を立てて閉じた。その瞬間に周囲は真っ暗になり、何も見えなくなる。

「えっ!?」

　アリーチェは嫌な予感がして息を呑んだ。

「もし、本が見つかったのなら戻ろう、アリーチェ」

　ふっと柔らかな光が見えたかと思ったら、ジルベルトが掌の上に光の玉のようなものを浮かべている。この世界では魔法も必修科目になっていた。そういえばアリーチェも魔法を使えたはずだが、動揺してしまってうまく手を光らせることができない。

　明かりを灯した彼がそばにやってきて手をつないでくれた。もう触れることはないと思っていた温もりに、思わず心が弾む。

　嬉しいような切ないような、複雑な思いが交差するが、アリーチェは小さく首を振って、彼の後について進んだ。

　ジルベルトが先に階段を上がり、手の中の光を扉の近くにあるランタンの中に移すと、部屋がうっすらと照らされる。そしてすぐに扉のノブに手をかけるが、びくともしないようだ。

「鍵がかかっている？」

　眉をひそめた彼がもう一度ノブを動かしてみるが、まったく動く気配はない。

「誰かいないのか？　ここを開けろ！」

　拳で力強く扉をたたいても、外からの応答はない。

「俺の開錠魔法も効かない。かなり強固な魔法がかけられているらしい」

　こちらに振り向いたジルベルトは暗がりのせいか、心なしか顔色が悪いように見えた。

「俺が中に入ることで発動するようにできていたのか？」

　ジルベルトが真剣な顔で考えながら階段を降り始めたので、アリーチェもだめ元でノブを回し、開かないのを確かめ、慌てて彼を追いかける。彼は室内に不審な点がないか、歩きながら調べているようだった。

「アリーチェ、すまない。俺がここへ来てしまったばかりに君を巻き込んでしまって……」

　ジルベルトは部屋の奥で足を止めると、アリーチェを抱きしめた。

「だ、大丈夫よ……あなたのせいじゃないわ」

　ある一定の親密度があれば発生するイベントだから、と心の中で付け加える。ジルベルトのアリーチェとの親密度の数値はその条件をクリアしている。おまけにキス、いやそれ以上のことを済ませてしまっているのだから、十分すぎると言っていい。

　だが、ここで問題が一つある。

（扉を開けるにはセックスしないといけません、なんて言えるわけがない──）

　ジルベルトの腕の中で彼女は赤面した。

「きっとジルベルトの不在に気づいたエリゼオがすぐに見つけに来てくれるわ」

　それ以外の方法でここを出る術を考えるしかない。

「エリゼオは今日フローラに勉強を見てほしいと頼まれて二人で帰宅した」

　その言葉を聞いたアリーチェは、くらくらと眩暈がした。

　するとジルベルトの腕に力が入り、アリーチェはわずかに眉を顰める。

「ジルベルト……？」

　普段とは様子が違うと感じたのは、彼の体が少し震えていたからだ。

「……アリーチェの前でこんな情けない姿を見せることになるとは不覚だ」

　ジルベルトは不本意そうにきつく眉を寄せる。

「実をいうと、俺は子どもの頃に隙間のない部屋に閉じ込められて以来、こういう場所が苦手だ。きっと俺をここに閉じ込めた人間はそれを知っていたに違いない。誰にも秘密にしていたのに──」

　ジルベルトの声色には悔しさが滲んでいた。

　そんな裏設定があったなんて知らなかったと、アリーチェは目を見開く。

　ゲーム中では、二人がなんとなくいい雰囲気になってそういう展開になっていったからだ。

「ジルベルト。情けなくなんかないわ、誰にでも弱みはあるもの。諦めずに助けを呼びましょう」

　アリーチェは彼の背中にそっと手を回し、震える体を落ち着かせるように撫でた。

「ああ、君は本当に優しいな」

　ジルベルトはアリーチェの髪に頬をすり寄せると、そのままアリーチェの唇に自身のそれを重ねた。

「んっ……ぅ」

　蕩けるような甘いキスにアリーチェの心臓が飛び跳ねる。

（やっぱりこうなっちゃうの？　誰も入ってきたりしないわよね？）

　ここはゲームの世界という認識で合っているだろうか。転生したとはいえ、いったいここはどういう次元に存在しているのかわからない。

　もしかしたら、偶然扉が開かなくなっているだけの可能性も捨てきれない。

「ジルベルト……わ、わかったから。助けを──」

　そう促しても彼は絶え間なく口づけを繰り返す。

「君の体温を感じていると恐怖が薄れていくようだ」

　ジルベルトの手がアリーチェの体のラインをなぞるように滑る。

　これも親密度がカンストしているせいなのだろうか。けれど弱みがある方が人間らしいというか、彼の意外な一面を知れて嬉しい気持ちがある。

「は……ぁっ」

　ジルベルトの指先が胸の膨らみを撫でると、ひくんと下腹部の奥が疼いてしまう。もう何度も快感を与えられているせいで、彼に触れられるとスイッチが入ったみたいに体が反応するのだ。

　頬の内側も上顎の粘膜も責められ、奥まで彼の熱い舌で蹂躙される。

「あ、ふ……っ、ぁ……」

　二人の舌が絡み、互いの唾液を舐め合うと、飲み込み切れない雫が唇の端から零れていった。

　息をするのもやっとで、ジルベルトにつかまっていないと足の力が抜けて立っていられなくなる。それに気づいたのか、ジルベルトはアリーチェの腰を抱いて後ろに下がらせ、そこにあった机に彼女を座らせた。

「柔らかくて、温かくて、落ち着くな」

　ジルベルトは熱っぽく潤んだ瞳で彼女を見つめながら、制服のリボンを解き、ブラウスのボタンをはずす。そして彼女の背中に手を回してコルセットを緩め、豊かな乳房に触れた。

「あ……んっ」

　びくっと肩を震わせるとたわわな胸も一緒に揺れる。

「甘い匂いがする」

　ジルベルトが頂きに鼻先を近づけて息を吸った。それがかすかに触れるのが恥ずかしい。

「や……ジルベルト、それ、だめ……」

　アリーチェが首を横に振ると、彼はますます鼻先を頂きに擦りつけてきた。

　むずむずとくすぐったいようなじれったい愉悦に、体の奥がきゅんと締まって落ち着かなくなる。

「もっとしてほしいだろう？　こんなに硬くして」

　ジルベルトはにやりと笑うと、尖り切った頂きをぺろりと舐め上げた。

「あン……っ」

　頂きを口に含まれ、ぬるぬると舌で転がされると勝手に背中がのけぞってしまう。そうして突き出した胸がさらにジルベルトの眼前に迫る。

　もう片方の頂は指で摘ままれ、こよりを作るように擦り合わされたり、掌で押しつぶすように捏ねられたりして、乳房に異なる愉悦が同時に送り込まれる。

「や……っ、あぁん」

　机の上に座らされているのに、腰が揺れてしまうのを止められない。蜜壺の疼きを逃がすように膝を擦り合わせようとしたら、彼が足の間に割って入ってきた。

「アリーチェのかわいい声をもっと聴かせてくれ」

　そう言ってジルベルトは彼女の両足を机の上に持ち上げた。

「ジルベルト、それは──」

　アリーチェが止める間もなく、スカートをまくり上げられ、ドロワーズを脱がされる。

「暗くても、たっぷり濡れているのはわかるな」

「恥ずかしいから、見ないで……っ」

　膝を割り開かれ、彼の視線が秘部に注がれているのを自覚しただけで体が熱くなった。しかし大好きな彼に大切な部分をじっくり見られていると思うとなぜか気分が高揚してきて、ますます粘性の雫が溢れてくる。

「俺の婚約者はどうにも感じやすい体質のようだな」

　しなやかな指が淫らな花弁を撫で、上下に擦るとくちゅくちゅと水音を立てた。

「はっ……ん……そんなことは……あぁっ」

　しっかりと机に手をついていないと落ちてしまいそうで、零れる声を塞ぐことができない。

　仮にも学業に勤しむべき場所でする行為ではないとわかっているのに、いけないと思えば思うほど体の熱は高まるばかりだ。

「そうか。まだまだ足りないと言うか」

　ジルベルトは薄皮に秘された蕾を探り当てると、指の腹で優しく押し潰すように愛でた。途端にアリーチェの腰があからさまに跳ねる。

「いや……っ、そこは……っ」

「蜜がさらに溢れてきたぞ。ここを弄られるのが好きなのだろう？」

　ぷっくりと膨らんだ敏感な花芽を指でつつかれたり、くるくると周りを撫でられると、ねっとりとした愉悦が腰を駆け上がってきてぞくぞくと体が震えてしまった。

「あっ、や……っ、そんないじわるなこと……言わないで……」

　腰を緩やかに揺らしながらアリーチェは碧眼を潤ませた。

「君が素直にならないからだ」

　そう言って彼はちゅっと乳首に吸いつく。

「あぁ……っ」

　胸と秘粒を同時に責められて、全身を愉悦が駆け巡った。耐えることも逃がすことも不可能で、アリーチェの瞳がいっそう濡れる。

　はくはくと震える蜜口につぷりと指を捻じ込まれ、たやすく奥まで許してしまった。

「やぁ……こんな、ところで……っ」

　びくんと体が跳ねると、ジルベルトが嬉しそうに笑った。

「中、熱くてとろとろだぞ」

　彼が長い指を抜き差しすると、ぬちゅぬちゅと蜜を絡ませた音が書庫に響く。

「ふ……ぁ……っ」

　恥ずかしくて唇を噛んで耐えようとするが、ジルベルトが蜜窟を擦りながら他の指で花芽を押しつぶしてきて、鮮烈な快感が腰に走った。

「ひ……っ」

　中を擦る指が二本に増やされ、ぐちゅぐちゅとかき回された。その上から花芽を親指の腹でくりくりと弄られ、アリーチェの瞳から感じ入った涙がぽろぽろと零れた。

「いや……っ、それ、我慢できな──あぁんっ」

　後退できないように腰を抱かれ、乳房に甘く歯を立てられる。尖り切った頂きを吸われ、花芽をきゅっと摘ままれたら、もう限界だった。

「ひぁっ……あああぁぁ！」

　目の前が一瞬真っ白になり、溜め込んだ愉悦を解放するように全身ががくがくと震える。むず痒いような高揚感とともに、指先まで幸せで満たされていくようなこの瞬間が、たまらなく心地いい。

　ジルベルトが指を引き抜くと、ひくついている蜜口からぴゅっぴゅっと蜜が噴き零れた。

　くらくらと眩暈がしたが、ここには横になれる寝台もない。

　荒い呼吸が整わないうちに、ジルベルトに抱きかかえられて机から降ろされたと思ったら、後ろを向かされた。

「そこにつかまっていろ」

　ジルベルトはアリーチェに机に手をつくように言ってから、制服のズボンの前を寛げた。

「ま、待って、まだイったばかりで……」

　慌てて肩越しに振り返ると、ジルベルトが血管が浮き出るほど怒張した己の欲望を握って、アリーチェのぬかるんだ蜜口に宛がう様子が魔法で灯した明かりに照らされている。

「何度でもイけばいい」

「や、あぁっ……ひぁぁん！」

　ぬぷりと滑らかに隘路を押し拡げた剛直が、一気に最奥をめがけて突き立てられ、アリーチェは背中をしならせた。

「ふ……やはりアリーチェの中は最高だ」

　ジルベルトは彼女の腰をつかむと、すぐに抽送を始めた。

　ただでさえさきほどの絶頂で蕩けた蜜窟が新たな愉悦を拾い上げて、また愛蜜を生む。

「あぁっ……そんな激しく、しないで……っ」

　アリーチェは白い喉を晒して啼いた。

　普段と違う体勢のせいか、亀頭が最奥のさらに奥まで突き上げてくるような重怠い衝撃に襲われ、足から力が抜けそうになる。

「激しくしているつもりはないんだが？」

　ジルベルトがわざと剛直をぎりぎりまで抜き、再び最奥を抉ってきた。

　弾力のある先端がどちゅんと内臓を押し上げるような感覚で、駆け上がった快感に頭の先まで震える。

「ひぁっ、だめ……っ、おかしくなっちゃう……っ」

「本望だろう？」

　ずんずんと深くまで楔を穿ちながら、ジルベルトが薄く笑った。

　それに答える代わりに、アリーチェの蜜口からはとめどなく蜜が溢れ、太ももを濡らしていく。

「やぁぁ……奥、熱いぃ……っ」

　激しい抽送に耐えきれずに机に倒れ込むと、突き上げられる度に、乳房が冷たい机の上で擦れて新たな快感を拾い上げ始めた。

「あぁっ……気持ち、いい……っ、もう、だめなの……っ」

　上半身が倒れ込んだおかげで、アリーチェは腰を浮かせるようにジルベルトの方へお尻を突き出し、淫らな体勢のまま揺れ動くのを止められなかった。

　硬くしこった頂きが机の上でこりこりと擦れ、腕に頬を乗せたアリーチェの口からは嬌声と飲み込み切れない唾液が零れる。

「これがいいのか、アリーチェ？」

　ジルベルトも興奮しているのか、やや上ずったかすれた声で囁いてくる。

「いいっ……すごい、いいの……っ」

　与えられる快楽以外のことは何も考えられなかった。

　自分が悪役令嬢だということも、ジルベルトをフローラに譲ることも、今は頭の中から綺麗に抜け落ちていて、ひたすら喘ぐことしかできない。

「アリーチェ。淫らで、かわいい……愛すべき俺の婚約者」

　何度も最奥を穿たれ、ぱんぱんと肌がぶつかる音とつながった部分からあふれる愛蜜の淫らな水音が果てしなく続くのではないかと思うほど、情交は長く続いた。

「あっ……ああん……あっ、あん、もう……私、いっちゃ……ああぁぁ……！」

　アリーチェは切なく啼いて、快感に身を震わせた。耐えた方だと思うが、やはりジルベルトよりも先に絶頂に達してしまう。

　だらしなく弛緩してしまう体をなんとか立て直そうと下腹部に力を入れれば、雄を咥え込んだ蜜襞が激しくうねり、余計に彼の熱を感じて蜜が蕩け出るだけだった。

　苦しすぎる快感にアリーチェの瞳からは涙がはらはらと零れ落ちる。

　こんなことはやめなくてはいけないのにと思いながらも、心も体も彼の重すぎる愛の行為に溺れて戻ってこられない。

「く……っ、いつもより締めつけがすごい……」

　ジルベルトがかすかに呻くと、急いで剛直を引き抜いて滴る蜜を絡ませ、熱い飛沫がアリーチェの太ももを濡らした。びゅくびゅくと何度も欲望を放たれ、その雫は床にも伝い落ちる。机に上半身をぐったりと預けたまま、アリーチェは両脚を震わせる。後ろから彼が腰を掴んでいなければ、その場に崩れ落ちてしまいそうだ。

「すまない。ひどくしてしまったな」

　荒い呼吸が落ち着いてくるとジルベルトはそう謝って、アリーチェの体をゆっくりと支え起こすとスカーフでその体を拭いてくれた。

「あ、明日が休みでよかった……」

　まだ足がふらつくが、なんとか一人の力で立ったアリーチェは、乱れた服を直しながら真っ赤な顔でつぶやく。

「そうか。ちょうど週末だったな」

　自身の服を整えながらジルベルトが明るい声を出した。

「ちょうどいい。このまま一緒に王宮へ行こう」

「……へ？」

「俺が汚したのだから、綺麗にするのは当然だ……っと、しかし扉が開かないのだったな」

　ジルベルトが忌々しげに、階段上の扉を見つめる。

「あ……もう大丈夫かも」

　これがゲームの通りなら、セックスはしたのだから外へ出られるはずだ。

　主人公に起きるはずのイベントが、どうして悪役令嬢のアリーチェにも起きたのかはわからないけれど。

「なぜわかる？」

「え、えっと、なんとなく」

　アリーチェは笑ってごまかすと、先に階段を上がり扉のノブを回した。すると予想通り扉は何事もなかったかのように開いたのだ。

　図書室には誰の姿もなかったので少しホッとする。

（扉が厚いから声は聞こえにくかったはずだけど、さすがに誰か来そうな所ってはずかしいわよね）

　アリーチェは今の状況を一人で悶えつつ、後ろを振り返った。

「帰りましょう、ジルベルト」

　そう声をかけたアリーチェの目が凍りつき、口角がすっと下がる。

「どうした？」

　階段を上がってくるジルベルトが首をかしげた。

「な、なんでもないわ」

　首を横に振ったアリーチェは目の前の変化に動揺して、慌てて彼から目を逸らす。

（一瞬、親密度が下がったのかと思った）

　ジルベルトの頭上に浮かんでいる数字が、わずかだがかすれているように見えたのだ。

　おそらく明るい所に出て、目がくらみ、見え方が違っていたのかもしれない。

（やっぱり９９９よね……）

　おそるおそる見返すと数字が変わっていないことにホッとし、それからぶんぶんと頭を横に振る。

（安心しちゃだめじゃない！）

　今度こそフローラとジルベルトをくっつけるはずが、思惑が外れてしまった。

　悪役令嬢の自分は、体だけ相性が良くても心から彼と結ばれることはないのに。

（早くバグを直して、私は静かに退場するのよ。どうしたら親密度が下がるかしら？）

　何かいい方法はないだろうか。このままそばにいたら、離れる時のつらさが増すばかりなのはひしひしと感じる。

　ジルベルトに連れられて王宮へ向かう間も懸命に考えたものの、いい案は浮かばなかった。

　彼の部屋に着いてから、目的がいつもの『婚前教育』だと気づいたが、もう遅い。

「一度家に帰らないと両親が心配するわ」

　そう言ったところで、ジルベルトは有無を言わせない流麗な笑みを浮かべた。

「あとで伝言を頼んでおく、それよりも早く服を脱げ。制服も君の体も、きれいにしないと」

「う……」

　そう言われてしまうと、断りにくい。実際制服は汚れてしまったし、体も拭いてもらったが秘部はまだじっとりと濡れた感覚がまとわりついている。

「わ、わかった……」

　いつもは王都にあるタウンハウスで身支度を整えてからジルベルトのもとを訪れるので、ここで入浴するのは初めてだ。

　彼に案内された浴室は床も壁も大理石でできていて、温かな湯気が体を包み込む。

「俺が脱がせてやろうか？」

　靴は脱いだものの、制服のボタンを外すのをためらっていると、自分の上着を籐籠に放り込んだジルベルトがいたずらっぽい笑みを浮かべていた。

　アリーチェは顔を赤らめ、彼に背を向けると慌てて手を動かし、上着を脱ぐ。ブラウスの袖を抜いて、胸当ても外すと、豊かな胸が零れた。さきほどまでさんざん弄られていたせいか、乳首がつんと尖ったままで濃く色づいている。恥ずかしくなってそこから目を逸らし、急いでスカートを下ろす。背後ではジルベルトが服を脱いでいるであろう絹擦れの音が耳に入り、落ち着かない気持ちで下着に手をかけて引き下ろした。

「さ、さっと流して早く上がりましょう」

　片腕で胸元を隠し、ジルベルトに背を向けたまま、しっとりとした床をはだしで歩く。

　広いバスタブにはたっぷりの湯が張られていた。ちなみにシャワーもついていて、いつでもちょうどいい湯加減のお湯が出るが、その水源や動力は魔法が使われている。

「全部、俺が洗ってやろう」

「じ、自分でできるわ」

「普段は侍女にしてもらうのだろう？　遠慮するな」

　ジルベルトに促されて小さな椅子に腰かける。

「それは……そうだけど……」

　ここまできたら観念するしかないけれど、背中にジルベルトの視線を感じて恥ずかしい。自然と肩をすくめて両腕で胸を覆っていた。

　彼に温かい湯で髪の毛を濡らしてもらうと、少しずつ緊張がほぐれてくる。王子様にバラの香りのする石鹸を泡立てて頭を洗ってもらうなんて、とんでもなく贅沢だ。

「気持ちいいか？」

「うん……」

　しなやかな指先で頭皮を滑るように洗ってもらうと、なんだかくすぐったい気持ちになる。

（な、なんか恋人同士みたい……）

　まだ婚約者なのだから、恋人でも間違ってはいないかもしれないが。

　こんなシーンはゲームには出てこなかった。

（ぜひ取り入れるべきだわ。ドキドキしまくりだもの）

　激しく高鳴る鼓動が彼の手に、耳に伝わらないだろうかとハラハラしながら、アリーチェは目をぎゅっと閉じる。

　泡をしっかりと洗い流してもらうと、だいぶすっきりした。

　だが、予想はしていたが濡れた髪をまとめて結い上げてもらって終わり、とはいかないようだ。

（むしろ……）

　アリーチェは唇をきゅっと引き結んだ。

　後ろから大きな手が伸びてきて、肩にたっぷりと泡を乗せられた、その手が鎖骨をなぞり、乳房を覆う。

「ジルベルト、そのう、やっぱり、私、自分で……んんっ」

　断ろうとしたら、乳首を指の腹で撫でられ、さきほどの愛撫で敏感になっていたそこはすぐに硬さを増す。

「たくさん舐めてしまったからな、丁寧に洗ってやろう」

　泡の中からつんと薔薇色の頂きが顔を出し、その周囲を優しく撫でられた。

「気持ちは……ん、嬉しい、けど……ふ、んん……っ」

　二つの乳房を同時に掌で包まれて、寄せ上げたり、やわやわと揉みしだかれたりしてアリーチェは必死に甘い声を堪える。

「嬉しいのか。そう思ってもらえるなら俺も洗い甲斐がある」

　吐息が耳朶にかかって、その色香にぞくりと肌が粟立った。

「そういうことじゃ……あっ、なくて……はぁっ……」

　アリーチェはもじもじと膝を擦り合わせた。

　全身が敏感になっていて、たちまち体の奥にくすぶっていた欲望にかっと火がつく。

「ここは一番よく洗ってやらないとな」

「ひぁっ……」

　ジルベルトの手が薄い腹を撫で、指先が割れ目に滑り込んできた。泡がついているせいで、どれだけ太ももに力を込めていても、ぬるぬるとたやすく秘裂をなぞられる。

「ジルベルト、やめ……っ、んんっ」

　指先が敏感な花芽にひっかかって鮮烈な痺れが生まれた。

「ふっ、ここはいくら洗ってもきりがなさそうだな」

　くちゅくちゅとねばついた蜜と泡が絡み合い、耳に囁かれる声には少し意地悪な色が混じっていて、アリーチェは肌を赤く染める。

「奥に溜まった蜜をかき出してやらないとな」

　抱きかかえられ、椅子から立ち上がらされると、後ろから蜜口に熱いものが押し当てられていた。

「やっ、待って──あぁぁっ」

　双丘を割って入ってきた熱杭に貫かれて、よろめいたアリーチェは目の前の大きな鏡に手をついた。湯気で曇った鏡に、かすかに自身の姿と後ろに立つジルベルトの様子が映し出される。

「アリーチェはこの格好が好きなのだな。普段より中がよく締まる」

　ずぷずぷと抽送しながら、ジルベルトが深く嘆息した。

「あっ……知らな……っ、あ、あっ……」

　首を横に振ったら長い髪がほどけて背中に広がった。

　勢いよく奥を抉られると、味わったことのない甘美な愉悦に頭の芯が蕩けてしまう。

「や……すごい奥まで……当たって……っ」

　浅く息をつきながら、アリーチェは顔を真っ赤にして喘いだ。

　恥ずかしいのも忘れて、もっと奥にきてほしくて腰を高く上げて揺れ動いてしまう。

「くっ……締まる……っ」

　苦しそうに息を詰めたジルベルトが、彼女を咎めるように乱暴に熱杭を抜き差しした。だがそれすら快感にしか思えなくて、アリーチェは背中をのけぞらせて嬌声を上げ続ける。

「あぁっ、いい……っ、もう、よくなっちゃうの……っ」

　無我夢中で声を上げると、ぼろぼろと涙が溢れてきた。

　──ジルベルトが好き。

　その一言が言えなくて、胸が切なく疼く。

「アリーチェ。感じている顔を自分でも見るといい」

　ジルベルトが片手で鏡の曇りをぬぐうと、その前にアリーチェの泣き濡れた真っ赤な顔が現れた。

　立ったまま後ろから欲望で突き上げられ、その愉悦をすべて拾い上げる陶然とした表情が自分のものだとは信じがたい。だがその唇は確かに愛する彼の名を呼んでいたし、まごうことなき己の姿だ。

　豊かな二つの乳房がゆさゆさと大きく揺れて甘い痺れを湧き起こす。

「ふぁぁっ、だめ……っ」

　ジルベルトの手が秘部に伸びてきて、張り詰めた花芽を撫で始めた。じわじわと与えられる愉悦が増えて、アリーチェはいやいやと首を横に振る。

　だが彼はますます手に力を入れて指で花芽を弄ってきた。泡と愛蜜が混じってぬるぬると滑り、何度も摘まみ直されるたびにびくびくと腰が震える。

「んんっ、あっ、や、もう……いっちゃ……はぁっ、ああぁん！」

　欲望に絡みつかれたアリーチェは逃れるすべもなく、絶頂に達した。

　がくがくと両足に力が入らなくなり、鏡についた手がずるずると下に滑り落ちていく。その時の自分の情けなく呆けた顔はとんでもないいやらしさだった。力なく開いた口の端から唾液が零れ、ふっくらと形のいい唇が濡れている。

「君の中は最高に気持ちがいい。早く奥で果てたい」

　ジルベルトが満たされたように息をつくと、うねる淫窟から剛直を引き抜いて彼女の双丘に吐精した。どろどろと熱い飛沫がかかる感覚に、彼女の肌がぴくぴくと反応して震える。

「きれいに……してくれるって……」

　呼吸を乱しながら涙目で唇を軽く尖らせると、後ろから優しく抱きしめられた。

「すまない。君があまりにもかわいい反応をくれるから」

　素直に謝られると、そこからつっぱねることができなくなる。

（こうやって流されるからいけないのよ……）

　頭ではわかっているのに、もう体はジルベルトにすっかり慣らされていた。

　耳元で囁かれただけで、とろりと名残惜しく愛蜜が溢れてくる。

　それから少しぬるめの湯に一緒に漬かり、ふかふかのガウンを羽織ったアリーチェは寝室に連れていかれる。

　夕方の図書室から立て続けに抱かれて、思考がうまくまとまらないアリーチェは寝台の端に腰かけてぼうっとしていた。

「まだ夕食まで時間がある」

　アリーチェを残していったん部屋の外に出ていたジルベルトが、水差しとグラスを持って戻ってきた。

「少し休むといい」

　優しいまなざしを向けられると胸がきゅんとときめいてしまう。

「あ、ありがとう」

　グラスに注いでもらった水を口にすると、冷たい心地よさが喉を下りていって、あっという間に飲み干してしまった。少しずつぼんやりしていた頭もすっきりしてくる。

（早くジルベルトの親密度を下げなくちゃ……）

　隣に腰かけたジルベルトの横顔をちらりと盗み見た。

　残念だが、悪役としての姿勢を貫き、彼に嫌われて退場するしか考えが浮かばない。

（でも、どうやって……）

　前世の記憶を取り戻す前のアリーチェは、どう振舞っていただろうか。

　必死に考えを巡らせると、ふと普段から露出の多い服を着てジルベルトに色目を使っていたことを思い出した。それに対して彼は何とも思っていなかったはず。

（それどころか、最初の親密度はマイナスだったじゃない。きっとジルベルトはぐいぐいくる女性が苦手に違いないわ）

　フローラのような、ふわっと柔らかな雰囲気の主人公に惹かれるのも頷ける。とはいっても恋愛の経験すらない彼女はどうやって男性を誘惑したらいいのかわからない。

（と、とにかく品のないことをすればいいのよね）

　アリーチェは深呼吸を一つすると、おもむろに自身のガウンの前を思い切りはだけた。

「の、のぼせたかしら。体が熱いわ」

　胸の谷間どころか、乳房がぽろりと零れそうなほど緩める。ドレスだって大胆に胸元を開いたものを着ていたのだ、これくらいしても驚かれないだろう。今のアリーチェにとってはものすごく恥ずかしいことではあるが。

「長湯しすぎたか？」

「そうかもしれないわ。少しくらくらするもの」

　わざとらしく彼の肩にしなだれかかり、彼の腕に自分の細腕を絡ませ、柔らかな胸をこれでもかと押しつける。

（これでジルベルトも冷めた目で──）

　ついと上目遣いで彼を見上げれば、新緑色の瞳の奥に燃え盛る情欲の炎が灯っているように見えた。食い入るような視線がアリーチェに刺さり、あまりにもじっと注がれるものだから、恥ずかしくてこちらから目を逸らしてしまった。

「眩暈がするのか？」

　それでもジルベルトの口調は冷静なように思えた。

「そうね。ほらこんなに手も熱いのよ……」

　アリーチェは彼のガウンの合わせ目から掌を差し込み、彼の引き締まった胸板を撫でる。小さな尖りに指先が触れるとぴくっと体が動いた気がした。

（男の人も、胸を触られると感じるのかしら？）

　普段はこちらが責められてぐずぐずに蕩けてしまうので、仕返しとばかりに執拗に乳首を弄っていると、ジルベルトが堪えるように息を吐く。

「ッ……く……」

　その吐息は浅く震えを帯びて、内なる感情を懸命に抑えているようだった。

（私に触られて気持ちいいの……？）

　てっきりすぐにでも拒まれるかと思っていたのに、予想外の反応にこちらも止め時がわからない。始めたのは自分なのに、不埒な光景に戸惑い、鼓動がまたせわしなく高鳴ってきた。

「……アリーチェ」

　かすれた声で名前を呼ばれて、ぎくりとした。

「あれでは物足りないというのだな？」

「え……？」

　アリーチェは慌てて手を引っ込めたが、遅かった。その手首をつかまれ柔らかな寝台の上に押し倒される。はずみでガウンの前が完全にはだけ、乳房がたゆんと柔らかそうな姿を現してしまった。

「俺も、もっと君を味わいたい」

　着ていたガウンを脱いだジルベルトの熱い視線が、アリーチェのほんのり染まった肌に注がれ、ますます体温が上がる。

「ち、ちがうのっ。私、そんなつもりじゃ……」

　アリーチェは顔を赤らめて頬をひきつらせたが、覆いかぶさってきた彼の口づけに言い訳を塞がれた。

（肉食系女子は苦手なんじゃないの!?）

　混乱するアリーチェだったが、そのまま夕食の時間までたっぷりとジルベルトにかわいがられることになったのだった。
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　蕩けるような甘い週末が過ぎ、王立貴族魔術学園へ登校したアリーチェは、フローラを引きずるように強引に中庭に連れ出していた。

　朝早い時間は、二人のほかには誰の姿もない。

「いかがなさいました？」

　フローラはにこにこと花のように微笑んで首を傾げた。

「あなた、どうして図書室に来なかったの？」

　アリーチェはキッと彼女を睨む。

　おかげで腰が抜けるほど抱かれ続けて大変だったのだから、という言葉は飲み込んだ。

「申し訳ありません、用事が出来てしまって。でもジルベルト殿下との仲は深まったのではないですか？」

「……どういう意味？」

「そんなに怖い顔をなさらないでください。まだジルベルト殿下にきちんと婚約者として認められていないとおっしゃっていたので、その手助けになればと思ったのですが……例の『イベント』は発生いたしましたか？」

　フローラは瞳を輝かせ、子どものように純粋無垢な笑顔でアリーチェの顔を覗き込む。

　世間話でもするような自然な言い方だったが、この世界の人間の口からは出てこない単語が胸にひっかかってアリーチェは眉をひそめた。

「……あなた、誰？」

　アリーチェの表情がこわばる。

「私はフローラですよ……『主人公』の」

　はっきりとフローラに告げられ、アリーチェは胸が冷えていくようだった。

「あなたも転生者なの……？」

「はい、そうです」

　彼女はあっさりと認めた。異世界に転生するのが一人とは限らない、というのも定番な展開だ。道理で彼女の行動がシナリオのように進まないはずだ。だとすれば、今それを明かしたフローラの目的は何なのだろう。悪役令嬢に宣戦布告でもするつもりなのだろうか。

「そんなに警戒しないでください。私、ジルベルト推しではないのでそのままくっついていだけるとありがたいです」

「え……？」

　てっきり早く消えてほしいとでも言われるかと思ったアリーチェは、ぽかんとして気の抜けた返事をした。

「私、『アリーチェ様』が転生者だって気づいていましたよ。まあ普通は断罪されたくないですから、キャラ変頑張りますよね。ですから、すぐにわかりました」

「で、でも……あなたはジルベルトのそばにいつも行って……」

「実をいうと、私の推しキャラはエリゼオ様なんです」

　フローラはふふっと口元を手で隠してはにかんだ。

　たしかにいつもジルベルトの近くにはエリゼオの存在がある。いつもジルベルトのそばに行っていたのは、彼が目的ではなくその側近だったというのか。

「でも、エリゼオ……って、攻略対象ではないわよね？」

「そうなんです。でも真面目で冷静で主のためならなんでもいうことを聞く忠犬キャラ！　かわいいじゃないですかっ。彼との親密度を上げてメロメロにしたいなって。運営にも彼を攻略対象キャラにしてほしいって何度も要望メールを送ったくらいです。前世では叶わなかったそれが、この世界では実現するかもしれないんですよ」

　フローラは目をキラキラさせて熱弁をふるう。

「はあ……」

　アリーチェは拍子抜けた。

「図書室のイベント発動しましたよね？　ジルベルト殿下と仲良くなれました？」

　わくわくと期待を込めた瞳で見つめられ、アリーチェは恥ずかしくて目を逸らす。

「ゲームの発動条件だもの。それは強制的にそうなっちゃうしかないでしょ……」

　ぼそぼそと答えると、フローラはまるで自分のことのように、興奮して目を大きく見開き、両手で口元を覆い黄色い悲鳴を上げた。

「これで婚約破棄の線はなくなりましたね、おめでとうございます。敷島さん……ですよね？」

　フローラに前世での名前を呼ばれて、アリーチェはドキッと肩をすくめた。

「ど……して、私の、名前……」

　アリーチェはふらっと後ろによろめいた。

「定期券に書いてあったから。私のこと、覚えていませんか？」

　フローラが寂しそうに微笑む。

　職場の人にはゲームをしていることを内緒にしていたし、友人にも話していない。それどころか誰にも──。

　そこまで考えてアリーチェはおぼろげに人の姿を脳裏に浮かべた。

「もしかして、『あの日の朝』の……？」

　そう尋ねると、フローラは小さくうなずいた。

　敷島由衣としての人生はあまりにもつらくて、記憶の上に蓋をしていた。だから死んだ時のことも思い出したくなかったのだ。けれど、フローラの言葉を聞いて、徐々にその情景がはっきりとよみがってくる。

　吸い込まれそうなほど青い空をした日の朝。ほとんど寝ていない状態で機械的に準備をして屍のように出社した、あの日──。







第三章 新しい人生はあなたの隣で始めます








『ジルベルト推しなんですか？』

　月曜の朝、寝不足のままぼんやりと交差点で信号待ちをしていた敷島由衣は、後ろから声をかけられてハッと振り返った。

『定期、落としましたよ？』

　大学生か専門学生くらいの若い女性が、トートバッグを肩にかけ、手にした電車の定期券をこちらに差し出してきていた。ケースには『きみとなないろの恋』のロゴとジルベルトのステッカーが挟んである。

『あ、ありがとうございます』

　由衣はそれを受け取り、軽く会釈した。

『私も『なな恋』にハマってて』

　若い女性は嬉しそうに笑い、トートバッグにつけたゲームロゴの缶バッジをちらりと見せた。

『そう、ですか……』

　最近心の底から笑ったのはいつだろうと、眩しすぎる彼女の笑顔を見ながら、由衣も笑おうとしたが頬がひきつるだけだった。

　また不毛な時間が始まるのか、と由衣はその女性から目を逸らし、澄んだ青空をぼんやりと見上げる。

　自分がもっと仕事ができたなら、はっきりと言い返せたなら、何かが違っていただろうか。

（アリーチェくらい、わがままを突き通してみたいなあ）

　好き勝手にキャラを振り回して、その先に待つのは断罪だけれど、好きに生きられたらどれだけ楽しいだろう。

　人の言いなりになって、嫌なことも拒めない自分は主人公にすらなれない。

『それじゃ』

　バッグを肩にかけ直した若い女性が、こちらに会釈をして歩き出したので、由衣はハッとして頭を下げる。

『定期、ありがとう』

　前を見れば歩行者側の信号が青になったところだった。由衣も横断歩道を渡ろうと足を踏み出したが、遠くからこちらに向かって猛スピードで走ってくる車が目に入った。他に車はなく、それだけがスピードを落とさずに向かってくる。

『ねえ！　危ない！』

　由衣が声を上げると女性が横断歩道の途中で足を止め、突っ込んでくる車に気がついたようで体をこわばらせるのがわかった。

（間に合わない──）

　由衣はとっさに駆け出し、彼女の体を引こうと手を伸ばす。

　だが、その服の袖をつかんだ瞬間に意識は途絶え──。
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「私……あの時に死んでしまったの……？」

　ずっと過労で倒れたのだと思っていた。

　過酷な職場に堪えて、人格も存在も否定されて、ずたぼろになった果てに命を落としたのだと思っていた。

「私がもっと周りに気をつけていたら、あなたを巻き込むことはなかったのに、本当にごめんなさい」

　フローラは瞳を潤ませると、深く頭を下げる。

「謝らないで。あなたのせいじゃないわ。悪いのは信号を無視して突っ込んできた車の方でしょう？」

　アリーチェはフローラの肩に優しく手を置いた。

「でも……」

「終わったことよ。それに、おかげで一番好きな人に会えたんだから。顔を上げてよ、ねっ？」

　アリーチェは口元をほころばせ、柔らかく瞳を細める。

「アリーチェ様……ありがとうございます」

　ゆっくりと顔を上げたフローラは、涙で頬を濡らしながら鼻をすすった。

「誰かのために必死に手を伸ばしたのが最期でよかったわ。会社に擦り切れるまでこき使われて絶望したまま死んじゃったのかと思ってたから」

「会社に……？」

　フローラが首を傾げたので、アリーチェは彼女をベンチに連れていき、並び座って前世の話を聞かせた。

　就職して何年も言われた通りに仕事を続けるしかなかったことや、悩みを話せる友人もおらず、『なな恋』をプレイすることだけが生きる楽しみだったと。

「アリーチェ様……優しすぎるんですよぅ。この世界に転生したのも、いっぱい幸せになるためなんです！」

　フローラは滂沱の涙を流しながら、アリーチェの手をぎゅっと握った。

「そ、そうかしら……」

「私も、実は事故に遭う前、彼氏の浮気が発覚して注意力散漫になっていたんですよね。敷島さんみたいに深刻な問題ではなかったけど、ちょっと自暴自棄になっていたというか……」

「十分つらいと思うわ。信じていた相手に裏切られたということでしょう？」

「ふふ、やっぱりアリーチェ様は優しい。でも、今は一番好きな人を振り向かせたくて毎日が楽しいからいいんです。アリーチェ様はどうですか？　ジルベルト殿下とラブラブですか？」

　フローラに聞かれて、アリーチェは一瞬言葉に詰まった。

「……舞踏会の夜、前世の記憶が戻ったの。その時に初めてジルベルトの親密度が表示されたのよ、マイナスって。私、フローラとジルベルトの邪魔しないようにと思って隣国へ逃げる計画を立てていたの。それがばれた日からいきなり彼の親密度が上限いっぱいまで上がったのよ」

「親密度？」

「ほら。ゲームではハッピーエンドを迎えるために５００くらい必要でしょ？　それなのにずっと９９９から下がらないの。私がゲームにない行動をしたからバグが起きたんだと思うんだけど」

　アリーチェはため息をついた。

「ちなみにあなたへの親密度は今いくつなの？」

「10くらいでしょうか？　推しではないので最近は全然チェックもしていません」

「そんなの、初期の数値じゃない」

「親密度を上げるようなことをしていませんからねえ」

　フローラはあっけらかんと笑う。

「でもジルベルト殿下は攻略対象キャラだから親密度が見えていいですね。エリゼオ様に好きになってもらいたくて頑張っているんですけど最適解がわからなくて、毎日この言葉をかけていいのかなって思いながら話しかけてるんですよ」

「私の場合、何をしても下がらないの……」

「羨ましいです、もう完全にジルベルト殿下とハッピーエンドですね」

　フローラはうんうんと頷いた。

　彼女の言葉に、アリーチェは気恥ずかしさで口元を緩めたが、一方で不安もあった。

「で、でも……私、悪役令嬢だし……」

「悪役令嬢が幸せになる話もいっぱいあるじゃないですか！」

「あ、悪役令嬢が……？　この私が、幸せになってもいいの……？」

　アリーチェは心の奥に光が灯ったような気がした。

　たしかに今までは主人公にジルベルトを譲らなければと思って葛藤の日々だったが、肝心のフローラの気持ちがジルベルトにないのであれば、このまま彼のそばにいてもいいということだろうか。

「神様からのご褒美ですよ。今まで頑張って生きてきたんですから、こっちの世界では幸せになりましょうよ」

　フローラに励まされて、アリーチェは恥ずかしそうにはにかんだ。

（一番大好きなジルベルトと結婚できる……？）

　ゲームのシナリオを捻じ曲げても大丈夫なのだろうか。だが早々に退場できなかったり、図書室のイベントが発動したり、ゲームとしての強制力が他にもあるのではないだろうか。

　そんな不安が胸をよぎり、アリーチェの顔から笑みが消えて瞳が揺れる。

「私もエリゼオ様と幸せになりたいんです。ぜひアリーチェ様のご協力を得たくて！」

　フローラはぱちんと両手を合わせて頭を下げてきた。

「え？」

「エリゼオ様、攻略対象じゃないから公式設定資料集にも情報が少なくて……。何か好きなものとか、してもらったら嬉しいこととか、ジルベルト殿下に聞いていただけませんか？」

「わ、私が？」

　予期せぬ願い事に驚いたアリーチェは目を丸くして、自分の顔を指さす。

「エリゼオ様、真面目だからそういうこと聞いてもはぐらかされるんです。しつこくして嫌われたくないですし、いつも一緒にいる殿下なら知っていると思うんですよ。だから殿下にも聞いたけど教えてもらえなくて……でもアリーチェ様になら殿下も話してくださるのではないかと」

「たしかにエリゼオはセリフも少ないし、つかめない人よねえ」

「でしょう？　なので、情報収集のご協力お願いしますっ」

　再びフローラは、ぺこりと大きく頭を下げた。

「わかった。今度王宮に行った時にそれとなく聞いてみるわね。それよりそろそろ授業が始まる時間だから行きましょうか」

「はいっ」

　二人で立ち上がり、芝生の上を歩き出す。

　その時、強い風が吹いたので思わず足を止めた。その目の前に何かの影がふっとよぎったと思ったら、がしゃんと足元で音がする。

　一瞬何が起きたのかわからず、ゆっくりと視線を地面に向けていった。

「植木鉢……？」

　足元にあったのは、粉々に割れた煉瓦の植木鉢だ。土は入っておらず、砕けてしまっているので元の大きさは判然としない。

「び……っくりした。あそこから風で落ちたんですね。立ち止まっていなかったら当たっていたかも」

　フローラが背後の建物を仰ぎ見、ホッと胸を撫で下ろしながら苦笑いを浮かべる。

　本当に風だろうか？

　アリーチェも同じようにそちらを振り仰いだが、そこには空の植木鉢はなく、他の鉢に植えられた花がゆらゆらと揺れているだけだった。

（ゲームだと、後半になるにつれてアリーチェのいやがらせがエスカレートしていった。フローラの命を狙う行動もしていた）

　まさか誰かがアリーチェの代わりに、フローラの命を狙っているのだろうか。

（……考えすぎかな）

　悪役令嬢は自分なのだ。自分さえ何もしなければフローラは無事なはず。

　アリーチェは気を取り直すように目を閉じ、心を落ち着かせるように深くため息をつく。それからゆっくりと目を開け、校舎に向かって歩き出した。





※






　週末、王宮に招かれたアリーチェは、ジルベルトの部屋でソファに腰かけながら彼と二人で紅茶を飲んでいた。

（もうフローラに遠慮しなくてもいいんだよね）

　さんざんジルベルトに抱かれたくせにいまさら何を言っているのだという気もするが、やはり自分の立場的に幸せになってもいいのかどうか疑問がある。

（勝手にゲームのシナリオを変えちゃって……でも、それはフローラも同じか）

　どこかに落とし穴があって、幸せをつかんだと思ったら足元が崩れて奈落に突き落とされてしまいそうな漠然とした不安があった。

　喜びたいのに、アリーチェの表情は浮かなかった。眉をひそめ、唇を引き結ぶ様子が手にした紅茶の水面に映り、軽くついたため息でかき消される。

「何かあったか？」

　ソーサーにカップを戻しながらジルベルトが尋ねてきた。そのまなざしは柔らかい。

　彼の優しさにときめきつつも、自分は悪役令嬢なので今後の進退が心配なのです、とは言えなかった。

「ジルベルトはどうして私との婚約を破棄しないの？」

　アリーチェは静かにカップを戻し、彼の頭上の数値をちらりと見てから、視線を正面に戻す。

「またその話か」

　ジルベルトは軽く肩をすくめた。

「そういう君こそ、なぜ急にこの国を出ていこうとしたのだ？」

「えっ、どうしてそれを……」

　アリーチェは動揺して軽くのけぞる。

「君とベランジェの会話を立ち聞きしたからだ。あまり褒められたことではないというのは認める」

　コホンと咳払いをしてジルベルトが気まずそうに目を伏せた。

「そ、そうだったの……」

　だからあの日、あそこで待ち伏せできたというわけだ。ということは、ジルベルトの親密度はそれより前から上がっていたことになる。

「正直なところ、少し前までは婚約解消を申し入れようと思っていた。だが、あの舞踏会の夜を境に君は変わった。博愛の精神を持ち、自立心の向上に努め、美意識を見直し、俺との体の相性も最高で……」

「ちょ、ちょっと待って、そこまででいいわ」

　アリーチェは婚約者の口からするすると出てくる誉め言葉に恥ずかしくなって、慌てて彼の言葉を遮った。

　親密度がバグっているせいか、過大評価過ぎないだろうか。

　熱くなった頬を両手で押さえ、自分の膝に目を落とす。

「アリーチェは俺の理想そのものだ。人は変われるのだな。君を失う前に気づけて本当によかった」

　ふっと微笑するジルベルトの表情は、まるで天使のように美しい。

（私の理想もあなたです……）

　ドキドキと胸が高鳴り、アリーチェは恥ずかしそうに俯いた。

「あ、あの、私も……」

　好きなの、と続けようとして顔を上げた時だった。

　ジルベルトの頭上の数値の色が薄くなっていることに気が付いた。今度は光の加減などではない。瞬きをしてみても、明らかにそれは変わらなかった。

　数値は依然として９９９のままなのに、それが消えかけている。

（どういうこと……？）

　バグが修正されつつあるということだろうか。

　アリーチェの逸る鼓動は、嬉しさから一変して焦りに変わった。

　もし親密度が元に戻ったら、もうジルベルトとは一緒にいられなくなる。

　アリーチェの指先がかすかに震え、息が浅くなった。深呼吸をしようとしてもうまくいかない。やはり悪役令嬢は幸せを望むことはできないのだと胸が苦しくなり、心の中は嵐に見舞われた船のようにぐらぐらと揺さぶられた。

（せっかくフローラも応援してくれたのに……）

　そこでアリーチェは彼女に頼まれていたことを思い出した。

　エリゼオの好みをジルベルトに聞かなければ。

　親密度が元に戻ってからでは、会話どころか顔を見ることすら叶わない可能性の方が高い。いつ数字が変わってしまうかドキドキしながら、アリーチェはジルベルトの方を向いた。

「え、ええと、人は変われるって言っていたけど、エリゼオ様は心に決めている人がいるとか、聞いたことない？」

　突き放される前に、早く自分にできることをしなければとアリーチェの顔に焦りの色が浮かぶ。

「は？」

　ジルベルトが怪訝そうに眉をひそめた。

　唐突すぎたかと思ったが、今日を逃せばもう聞く機会はないかもしれない。

　せめてフローラだけでも心から愛する人と結ばれてほしい。

「エリゼオ様って、昔から真面目よね？　でも婚約者はまだいないみたいだし、こだわりが強いのかなあと思って。クラスの中でもジルベルトに次いで人気があるし」

　少し大げさだが、フローラ個人の名前を出してしまうと、身分の関係などが先に立ってうまく進展しないかもしれないので、そこはぼかして話す。

「あいつが人気？　たしかに侯爵家の生まれだが嫡子ではないのに人気があるのか」

　意外そうに眉を上げてジルベルトが答えた。

「何か、好きなものとか、好みの女性のタイプとか、ジルベルトなら知っているんじゃないかと思ったんだけど、どうかしら？」

「聞いてどうする？」

「それは、その……今後の参考に……？」

　アリーチェ自身が必要としているわけではないので、はっきりと攻略するためだとは答えられない。

　するとジルベルトの眉間にしわが寄り、口元が硬く結ばれる。

「あ、知らなくても別にいいんだけど」

　アリーチェは彼がそっぽを向いて座り直したので、答えがわからないことを聞いて困らせたのだと思った。あるいは、これが親密度が下がる兆候なのかもしれない。

「そういうことではない」

　ジルベルトは深いため息をついて、くしゃりと前髪をつかむ。

「……君は、俺にはそういうことを聞かないのに……」

　そっぽを向いたまま、ジルベルトのぼそぼそと話す声が聞こえた。

「あ……」

　アリーチェは息を呑む。

　ジルベルトの好きなものや得意なことなど、公式プロフィールに載っているので、改めて本人に聞くという考えがなかった。ゲームではストーリーを通じて少しずつ好みなどを知っていく過程があるのを忘れていた。

（これは完全に選択肢を間違えちゃったかな……）

　予想通り、親密度がこのままゲームの元の数値に戻ろうとしているのかもしれない。

　謝ろうとしたら、ジルベルトが何か含みを持たせた微笑を浮かべながらこちらを振り向いた。その瞳は夕陽に照らされて燃えるような輝きを放っている。まるで秘密の花園を覗いてしまったような胸の高鳴りを感じ、アリーチェは彼から目を逸らせなくなる。

「二人でいる時は俺のことだけ考えていろと言っただろう？」

「そんなことも……言われたわね」

「君にはまだまだ教育が必要なようだ」

　ジルベルトはそう言ってクラヴァットタイを外すと、アリーチェの両手首をそれできつく結んだ。

「な、何を──」

　両腕を頭上にまとめ上げられてソファに押し倒されたと思ったら、深く口づけられた。

「んぅ……っ」

　しなやかな舌がためらいなく中へ入ってきてアリーチェのものに絡みつく。擦るように互いの舌を吸い合い、競うように相手の口腔の粘膜を舐めた。

　はじめはそうするのも恥ずかしかったが、ジルベルトが嬉しそうにしてくれるので、今ではアリーチェも積極的に舌を動かすようになった。

　吐息が徐々に熱っぽくなり、混ざり合う唾液も粘性を帯びて、ぐちゅぐちゅと淫らな音を立てるが、互いを求めることに夢中であまり気にならない。

　つかず離れずのキスに息が上がって上下する胸の膨らみを服の上から揉み込まれ、アリーチェの口から切ない吐息が漏れだした。

　ドレスのリボンを解かれ、ボタンがはずされて胸当てをずらされる。中に手を差し込んだジルベルトが彼女の背中に手を回してコルセットのひもを緩めた。

　新鮮な空気が一気に肺に入ってきて、アリーチェはホッとするが、口づけを交わしたまま彼に乳房を弄ばれ、すぐに体がかっと熱くなる。

「は……あぁ……」

　大きな手に柔らかな乳房を捏ねられ、鎖骨あたりを強く吸われ、全身がぶるっと震えた。

「や……っんん……」

　彼の指先が乳房の頂きを優しく擦ると、秘部のあわいからとろりと蜜が零れる感覚があった。

　じれったい刺激が続いて、身もだえると中途半端にはずされたコルセットの縁が頂きに擦れて、それもまたじわじわとアリーチェを追い詰める。

「ジルベルト……これ、脱がせて……」

　拘束された両手を頭側に伸ばしている状態なので、自分ではどうすることもできない。

「俺の手以外でも感じるのか？　いやらしいな、アリーチェは」

　ジルベルトは呆れたように薄く笑っただけで、コルセットをはずしてくれなかった。

「やだ……っ、ジルベルトがいいの」

　アリーチェは頬を赤く染めて彼を見つめ上げた。それを見た彼が満足そうな笑みを口元に浮かべる。

「どんなふうにされるのが好きだったか、確かめてみよう」

　ジルベルトは指の腹で頂きの周囲をなぞり始めた。

「ふ……ぁっ、あぁん」

　すりすりと円を描くように乳輪をなぞられ、色を増したそこは早く見つけてほしいといわんばかりにはっきりと勃ちあがっている。

「やぁ……っ」

　優しいリズムで頂きを押しつぶしたり、わずかに揺らされたり、明らかに焦らしているのがわかる。彼の愛撫に馴らされた体はもっと激しい愉悦をほしがって、ねだるように下腹部から蜜が溢れてきた。

「お願い、もっと……強く触って……」

　じれったくて、腰が勝手に動き出す。体をくねらせると、コルセットの縁が頂きに触れ、それでもびくんと体が跳ねてしまう。

「これは君への教育だ。どうするかは俺が決める」

　ジルベルトは楽しそうに笑って、乳首をきゅっと摘まんだ。

「あぁっ、そ、んな……っ」

　待ち望んでいたのに唐突な強い刺激にびっくりして腰が揺れるが、彼はまた優しく撫でるだけの愛撫に戻る。

「ジルベルト……、我慢できないの……」

　アリーチェはキスで口を塞がれているわけではないのに、苦しそうに息を上げた。

「話を聞いていなかったか？　君に決める権利はない」

　ドレスを捲られて、ドロワーズを脱がされると、そこは完全にジルベルトの眼前にさらされた。

「太ももまで濡れているな。本当に感じやすい」

　両ひざに手をかけられ、まじまじと覗き込まれて、アリーチェはかあっと顔を熱くした。

　隠したくても手が使えないので、どうにもできない。

「み、見ないで……」

　けれど彼の視線が注がれていることを感じると、体が熱くなってますます蜜が溢れ出てしまった。

「まるで何かを食べたがっているみたいに、ひくひくしている」

　指先で蜜口に触れたジルベルトは、そこに溜まった蜜を掬い取り、淫らな花弁に塗りつけるようにくるくるとなぞる。

「あぁ……っ」

　すぐそこまでほしいものがきているのに、肝心の場所には触れてくれない。

　弱い愉悦に、だらだらと蜜は零れ続けるばかりだ。

「ジルベルト……っ」

　要望は聞いてもらえないと思いながらも名前を呼ばずにはいられない。

「快楽に素直な体には、少しばかり褒美をやろう」

　深みのある蠱惑的な声で囁いたジルベルトの手が、甘く濡れた蜜を絡ませながら、敏感な花芽に触れた。

「ひぁ……っ」

　鮮烈な快感に思わずアリーチェの腰が大きく跳ねあがる。柔らかく押しつぶされたり、弱い力で摘ままれたり、これまでよりも愉悦を拾いやすい場所に触れられて、蜜がとめどなく溢れた。

「こちらも、もっと触ってほしかったのだったな？」

　胸元に顔を寄せたジルベルトがぷっくりと膨らんだ頂きに吸いついた。

「あぁっ……」

　同時に愉悦を与えられ、アリーチェの瞳が一気に潤む。

　ひくつく蜜口に指を差し込まれ、浅い部分をくちゅくちゅと撫でられた。

「あっ……気持ちいい……っ」

　縛られた両手を伸ばしながら、アリーチェは愉悦をすべて受け入れ、体の奥へ溜め込んでいく。

　絶頂に押し上げられる瞬間は耐えられないほどの切なさを覚えるのに、優しいままの愛撫では物足りなくないと思ってしまう。

「ん……っ、く、あっ……」

　もう少しで高みにいけそうなのに、彼の一押しがなくて、アリーチェは腰を振り出し、彼の指に花芽を擦りつけていた。それに気づいたジルベルトがのどの奥で笑い、指先をわざと遠ざける。

「や……っいじわる……っ」

　海のように青い瞳に涙の膜を張り、アリーチェは責めるように彼を見つめた。

「そんなに俺がほしいのか？」

　顔を上げたジルベルトは嬉しそうに目を細める。

「ほしいの。もっと、いっぱい、して……」

　じれったい疼きがたまりすぎておかしくなりそうだ。

「もっとほしがれ」

　そう言ってジルベルトはまた浅いところを弄り、頂きも舌先で猫みたいに舐めるだけだ。

「ふ……やぁ……もうっ、我慢できないのに……っ」

　全身がむず痒いような甘さに包まれて、アリーチェの目尻から涙が一筋零れる。下腹部が疼いてじっとしていられない。

　手が使えたら、自分の手で絶頂に導きたいくらいなのに。きっと彼はそれをさせないためにアリーチェを拘束したのだ。

「そんなに言うなら、自分で気持ちよくなるといい」

　ジルベルトが指を引き抜き、アリーチェを抱き起こすと、トラウザーズの前を寛げ、剛直を取り出した。その先端は濡れ光っている。

　熱情を孕んだ美しい瞳が愛おしそうに細められた。

　てっきり手で続けてくれるのかと思っていたから、いきなり男性器を見せつけられてドキドキしてしまう。

「俺がほしいのだろう？」

　つまり、アリーチェが彼にまたがって自分で剛直を挿入するということだ。

　とてつもなく恥ずかしい行為だったが、体が疼いてたまらないのも真実だった。

「し、失礼します……」

　顔を赤くしたアリーチェはかしこまった口調で、ソファにもたれかかっている彼の首の後ろに縛られたままの腕を伸ばし、太ももの間に両足を広げた。

「少しだけ手伝ってやろう」

　ジルベルトはドレスを捲り上げ、空間を作った。アリーチェはゆっくりと腰を落としていくが、ぬかるんだ秘部が滑ってうまく中に入らない。

「どうした、これだけでいいのか？」

「ち、ちが……っ、んっ、は……」

　ぬるぬると滑ってしまうおかげで、亀頭が秘裂を何度もなぞり、新たな愉悦が生まれ、零れる蜜ですんなりいかず、どうしようもない状況になってしまった。

「ジルベルト……」

　情けない声で彼を呼ぶと、ジルベルトはおかしそうに笑う。

「そのまま腰を落とせ」

　剛直が動かないように彼が手で支えてくれたので、今度はぬちっと蜜口に亀頭が呑み込まれる音が響いた。

「んっ……」

　圧倒的質量に隘路が押し拡げられ、媚肉が擦り上げられる。

「あ、はぁっ……」

　泥濘はたちまち剛直を呑み込み、待ち望んでいた存在に安堵したアリーチェが力を抜くと自重で一気に根元までつながった。

「ひぃ……あぁぁっ」

　下りきっていた子宮を押し上げるように亀頭が最奥に届いたその瞬間に、鮮烈な愉悦が腰の辺りから全身に広がり、アリーチェは背中をのけぞらせた。

「これだけで終わりではないだろう？　もっと気持ちよくなっていいのだぞ」

　ジルベルトが下からゆさゆさと突き上げてくる。

「やぁ……っ、待って、まだ、動かないで……」

　我慢していた快楽が弾け、恍惚感に浸っているところに達続けに愉悦を送り込まれるのは、別の意味で耐えられない。

　だがジルベルトは容赦なく最奥を貫く。溢れた愛蜜がつながった部分でぐちゅぐちゅと淫らな水音を立てた。

「あぁっ、いや……っ」

　大きく体が跳ねると、反動で深いところまで剛直が届いて、びくんと腰が引ける。だが、動かせばうねる媚肉が剛直で擦られ、甘い痺れを生み、力が抜けてまた腰を下ろしてしまう。

「あっ、あっ……こんな……格好で……っ」

　足を大きく開いて男性にまたがるだけでも恥ずかしいのに、抽送から生まれる快楽に抗えなくて、いつしか彼女は自ら腰を振っていた。

　コルセットは大きくずり下がって、豊かな乳房が上下に揺れ、ジルベルトの上着に頂きが擦れる。そこから沸き起こる愉悦がたまらなく心地よくて、アリーチェは背中をのけぞらせた。ますます胸を彼に押しつける格好になり、甘い痺れに頭の芯が蕩ける。

「かなり締めつけてくるな。そんなに俺がほしかったか」

　ジルベルトがかすかに眉を寄せ、にやりと口角を上げた。

　はしたないと思いつつも、アリーチェは腰を動かすのを止められない。

　ねばついた水音に空気を含んだ音も交じり、羞恥を極めたが、それ以上に彼と一つになっていることが嬉しくてたまらない。

「ほしいの……ジルベルトだけ……」

「もっとほしがれ。俺と同じくらい」

　突然体を抱きかかえられ、くるりと立場が反転した。どさりとソファに転がされると、上になったジルベルトが抽送を速めた。

「やっ……あぁっ」

　彼の股関節ががつがつと肌にぶつかってきて、深くまでつなぎ留められる。ずちゅずちゅと愛蜜を散らしながら、熱杭が媚肉を擦り上げた。

「激し……っ、壊れちゃうぅ……っ」

　視界が大きく揺れて、最奥に何度も快感を刻み込まれる。

　濡れた瞳で彼を見上げれば、見つめ返す彼の双眸は燃え盛る炎を宿していた。まるで獣の本能をむき出しにしたような視線に縫い留められて、アリーチェは屈服するように彼に身をゆだねる。

「あぁっ……気持ちいい……っ」

　ひっきりなしに蜜は零れ、子宮が切なく戦慄いていた。

　媚肉がきつく彼に絡みついて、ジルベルトの理知的なかんばせは余裕のないものへと変わっていく。額に浮いた汗がぽたぽたとアリーチェの胸元に落ちた。

「ジルベルト……あっ、あっ……！」

　激しく動いたせいか手首を拘束していたクラヴァットタイがほどける。たまらずアリーチェは彼の体にしがみついた。

　気持ち良すぎて、もう喘ぐことしかできない。

　感じすぎてつらいのに、求められるのが嬉しくて、いつまでもこんな時間が続いてほしいとも思ってしまう。

「ひっ、あっ……ああぁ……っ」

　狂おしいほどの快感に見舞われ、アリーチェはぱったりと手足をソファに投げた。蕩けるような甘い愉悦が全身に広がり、体の奥までジルベルトで満たされる。

　濃艶な芳香を振りまきながら、彼女はあまりの強い悦楽にすすり泣いた。

「永遠にアリーチェを味わっていたい」

　艶めかしく嘆息したジルベルトは、恍惚とした笑みを浮かべ、うねる蜜窟へ容赦ない抽送を送る。

「あっ……んぁっ……やぁぁ……っ」

　その後も何度絶頂を重ねられたかわからない。

　だいぶ部屋が暗くなった頃、ようやくジルベルトは数度にわけて熱い飛沫をアリーチェの太ももに吐いた。

（好き。ジルベルトが大好き）

　幸せで満たされて、頭の中に霞がかかっているようだった。心はジルベルトのことでどうしようもないほどいっぱいだ。

　乱れた呼吸を整えながら彼の頬に手を伸ばして撫で、その頭上に視線を移す。そこにあった数値は、昼間よりも薄くなっていた。

（もしかして……私がジルベルトを好きだと思うほど、バグが修正されていくということ？）

　考えてみれば、悪役令嬢であるアリーチェはジルベルトを好きすぎるあまりに身を滅ぼした、ともいえる。

（ああ、彼から逃げるんじゃなくて、心から求めることで元に戻るんだ……）

　簡単なことだった。だが、それは同時につらい選択だった。

（ジルベルトに好きだと告げたら、もうおしまい……）

　こんなにもそばにいて、アリーチェのほしいものをたくさん与えてくれる人を、好きになってはいけない事実に胸が苦しくなった。





※






　アリーチェが前世を思い出してから約三か月が経過した。

　ジルベルトの頭上に見える親密度は、かろうじて認識できる程度には残っていた。数値も下がっていないからか、彼からの熱量も相変わらずだ。

　フローラにも相談したかったのだが、最近風邪をこじらせて学校を休んでいるらしい。

（そういえば主人公が体調を崩して学校を休んでいる時に、親密度が高いキャラがお見舞いに来てくれるイベントがあったはず）

　どうか念願のエリゼオが見舞いに行ってくれるといいのだが。

　昼休み、中庭のベンチに一人で腰かけていると、こちらに歩いてくる令嬢がいた。同じ教室の生徒だ。前世の記憶によればアリーチェの取り巻きの一人で、モブゆえに名前はなかったが、こちらではマリッサという名前がある。

　昔からアリーチェのそばにいて、一緒にフローラをいじめていた伯爵令嬢だ。記憶が戻ってからはあまり話していない。

「どうかした？」

　マリッサがアリーチェの前まで来て歩みを止めたにもかかわらず無言だったので、首をかしげる。

「ここって『なな恋』の世界よね？」

　マリッサはまっすぐにアリーチェを見下ろしていた。その瞳に揺らぐところはなく、逆にアリーチェの方が動揺してしまった。

「な、なんのこと？」

　思わず目を逸らしてしまう。

「とぼけるってことは、本当みたいね。悪役令嬢のアリーチェ」

　マリッサはくくっと喉の奥で笑った。

「中身はどこかの転生者なんでしょ？　私が知ってる話と全然違うもの。いつから前世の記憶が戻っていたの？」

　威圧的な物言いに、アリーチェはたじろぐ。

　しかし、向こうもゲームのことを知っているのだから、下手にごまかしたところでどうしようもないだろう。

「フローラが王宮の舞踏会に来たところから……」

「ああ、めちゃくちゃ最初じゃない。なんで私は気づくのが遅かったんだろう。アリーチェといえばフローラに毎日のようにいやがらせしていたっていうのに、こんないい子ちゃんを演じてるんだもの」

「あなたは、いつから……」

「少し前から。だけど主人公と悪役令嬢が仲良くしているものだから、認識が合っているか不安だったんだけど、あなたが勝手にストーリーを壊していたのね」

　マリッサはにんまりと口を大きく引いて笑った。

「悪役令嬢でしょう、あなた？　それなのに、いかにもみんなのお手本ですみたいに振る舞っちゃってさ、気持ち悪い」

　──気持ち悪い。

　アリーチェはずきりと胸が痛んで、無意識に服の上から胸元を押さえていた。

「フローラがかわいそうだと思わないの？」

「だって……フローラの推しはジルベルトじゃないっていうから……」

「へえ？　あの子も転生者なの？　じゃあ私にもチャンスあるじゃない」

　マリッサは大きく目を見開いて、嬉しそうに笑う。

　アリーチェはごくりと唾を飲み込んだ。彼女の口が動く様子は見えるけれど、音が届かない。いや、聞こえているが、その内容に理解が追いつかないのだ。

「チャンス……？」

　彼女が何を言いたいのか確かめようと、震える声で尋ねる。

「ええ。私もジルベルトが好きなの。だから譲ってよ。あなたは断罪されなきゃいいんでしょ？」

　マリッサに問い返されて、アリーチェはとっさに答えられなかった。

（どうしよう、ここでジルベルトを好きだと答えたらまた親密度が薄くなるのかしら。もしかしたら消えちゃうかも……）

　躊躇したアリーチェが口をつぐむと、マリッサは肩をすくめた。

「あなたは公爵令嬢なんだから、ジルベルトじゃなくてもすぐ結婚相手が見つかるわよ。でもね、私が幸せになるためには王子様じゃないとだめなのよ」

　伯爵令嬢だって良縁の可能性は十分にあるとアリーチェは思ったが、きっとマリッサが言いたいことはそうではないだろうと言葉を呑む。はなから彼女はジルベルト狙いなのだ。

「わ、私だって……」

「そうやってしおらしい態度でみんなをだませると思ったら大間違いよ」

　顔の前に人差し指をつきつけられて、アリーチェはぐっと唇を噛んだ。

（好きだけど、言葉にするのがこわい……）

　すべてを失ってしまいそうで、喉が張り付いたみたいに何も言えなくなる。

「さっさと退場してよね」

　そう言ってマリッサはポケットに手を入れた。何をするのかと見ていたら、ポケットから出てきたのは小さな果物ナイフだった。

「な、何を……」

　アリーチェはわずかに後ずさる。

「こうするのよ！」

　マリッサがナイフを振り上げ、アリーチェは目をつぶった。

　うめき声が聞こえたが、アリーチェに痛みはない。

「マリッサ!?」

　恐る恐る目を開けると、マリッサが自分の腕にナイフで傷をつけていた。みるみる鮮血が滲み出て、アリーチェは慌てて彼女のそばに歩み寄り、ハンカチを差し出そうとした。

　その時、突然マリッサが悲鳴を上げた。

「きゃあぁぁ！　誰か、誰かー！」

　マリッサはナイフを取り落とすと、腕を押さえて悲痛な声を上げ続ける。

「止血するだけよ。安心して」

　彼女を落ち着かせようとしたが、次にマリッサは「助けて！」と叫んだのだった。

「痛い！　アリーチェ様に殺される！」

「ま、待って、何を言っているの？」

　ハンカチで傷口を押さえながら、アリーチェは大きく目を見開いた。

　マリッサは痛みのあまり混乱してしまったのだろうか。

　おろおろしていると、廊下の方で悲鳴が上がった。

「大変よ！　アリーチェ様がマリッサをナイフで傷つけようとしているわ！」

　周囲に声をかけているのは、同じく以前までアリーチェの取り巻きをしていた令嬢の一人だった。

「早く誰か来て！」

「ち、違うわ……！」

　アリーチェは否定したが、様子を見に来た生徒たちにどんどん話が伝播していって、ついにはジルベルトまでもが姿を現した。

　マリッサの白いブラウスの袖口が真っ赤に染まり、押さえている指の間が鮮血で濡れているのを見て、生徒たちまで悲鳴を上げる。口元を押さえる者、目を逸らしてその場にうずくまる者もいて、ますます混乱の渦がひどくなっていった。

「アリーチェ！　いったい、どうしたのだ!?」

　こちらへ近づいてくるジルベルトの眉間には深いしわが刻まれていて、困惑と心配が入り混じった複雑な目元が揺れている。

「私じゃないの……」

　赤く染まったハンカチを握りしめ、アリーチェは途方に暮れた様子で首を横に振った。

「嘘を言わないでください！　アリーチェ様は、私がジルベルト殿下のことを素敵だといったら急に機嫌が悪くなって、いきなり切りつけてきたんです。ひどいですわ！」

　マリッサはさめざめと泣きながら、腕を押さえている。

「な……何を言っているの？　自分でやったんじゃない」

　彼女の突拍子のない嘘に反論したものの、事態が飲み込めずに声が震えた。

「私、見ておりましたわ。アリーチェ様が何か叫んでマリッサに切りかかっていました」

　さきほど廊下で最初に悲鳴をあげていた令嬢がきっぱりとした口調で指摘してきた。

　見ていたなら、マリッサが自分で傷つけたとわかるはずだ。おそらくはこの令嬢もマリッサの味方なのだろう。

　いつもならフローラが一緒にいてくれたのに、どうしてこういうときに限って他に見ている人間がいなかったのだろう。悔しくて目を潤ませながらアリーチェは唇を噛んだ。

　悪役令嬢は幸せな未来を願ってはいけないのかもしれない。

　もう、ここで終わりなのだと、アリーチェはがっくりと肩を落とした。

「アリーチェがそんなことをするわけがないだろう」

　周囲が疑惑にざわつく中で、一筋の光芒のような言葉を紡いだのはジルベルトだった。アリーチェはハッと顔を上げ、不安な瞳を彼に向ける。

　彼はマリッサを冷ややかに見つめていた。

「ジルベルト殿下は婚約者ですから、庇いたくなるのはわかります。でもアリーチェ様は昔から気に入らない令嬢がいると徹底的にいやがらせや仲間外れにしてきたんですよ。今は猫をかぶって殿下を騙しているだけです。どうか、殿下も目を覚ましていただけませんか？」

　マリッサはぐすぐすと鼻をすすりながら、他の生徒から治癒魔法をかけてもらっている。

　アリーチェはマリッサから一歩離れて、血だらけになったハンカチをぎゅっと握りしめた。もうこの場所から逃げ出したい。

　ジルベルトがアリーチェの方をじっと見つめてくる。

（どうしよう。たしかに昔のアリーチェはわがままで傲慢だった。だからジルベルトの親密度もマイナスになっていたわけで……）

　それではいけないと心を入れ替えたのだ。前世の記憶が戻った時点で、高慢な人格は消えているが、昔嫌な思いをした人間はアリーチェを信用しなくてもおかしくはない。

「先ほども言ったが、アリーチェはそんなことはしない。なにせ俺との婚約を解消したがっていたくらいだからな」

　ジルベルトが肩をすくめた。

　その場にいた全員が唖然としてアリーチェを見つめる。

「ジルベルト……」

　アリーチェは彼の真剣なまなざしに胸を震わせた。これまでひどい仕打ちをしてきたこともあったのに、信じてくれるのだ。彼の前で、この誤解だけはなんとか晴らしたい。

　アリーチェは、震える足に力を入れ、ジルベルトに向かって頷いてみせた。

「そんなの嘘ですよ。だってアリーチェは悪役令嬢なんです。今までずっと意地の悪い女だったでしょう？」

　マリッサは鼻で笑った。すると、ジルベルトをはじめ、困惑した空気が周囲に流れる。

「悪役……令嬢？」

　ジルベルトが眉をひそめて低い声で尋ねる。

「ええ。ここは『きみとなないろの恋』という世界で、本当ならジルベルト殿下はフローラを好きになるんですよ。で、アリーチェは嫉妬して姑息ないやがらせをして、殿下に断罪されて処刑エンド」

　嬉々として語るマリッサの隣で、アリーチェは慌てて耳を塞ぐ。

　ついに、ばらされたくない真実が、白日の下にさらされてしまった。今までの最低な行いを糾弾され、ジルベルトには婚約破棄を突きつけられるどころか、断罪されてしまう──。

「それ以上言わないで！」

　アリーチェはきつく目を閉じて、その場にしゃがみ込む。

「きみと……なんだって？」

「さあ？」

　生徒の誰かがぽつりと疑問を口にする。周囲の困惑する空気がさらに濃くなった。

「アリーチェもそれを知っていたから、いきなりキャラを変えたの。全部自分が生き延びるための作戦。ジルベルト殿下もこの女に騙されているんです」

　マリッサは畳みかけるようにジルベルトに駆け寄ると、その腕にしがみつく。

「さあ、殿下。ずっとあなたをだましていたこの女に正義の鉄槌を下してください。ほら、お決まりのセリフがあるじゃないですか。こ、ん、や、く、は、き」

　勝ち誇った笑みを浮かべて、マリッサはわざとらしくゆっくりと発音した。

「頭のおかしな女に付き合っている暇はない」

　ジルベルトが、冷ややかな目つきで深いため息をつく。

「そうでしょ──」

　してやったりと満面の笑みを浮かべたマリッサは、言葉を切った。ジルベルトがその腕を乱暴に振り払い、歩き出したからだ。

「ジルベルト殿下!?」

「誰かその女を警備員か衛兵に引き渡せ。アリーチェはもう王族同様の大事な存在、彼女を貶めようとした罪は重い。謹慎のち、改めて刑を言い渡す」

　ジルベルトは厳しい表情で目を細め、周囲にいる人間に命じた。その声は努めて冷静だったが、確固たる決意が込められていた。彼の顔には怒りと憤りの色が滲み、瞳の奥は苛烈な炎のように激しく輝いている。

「そ、そんなぁ！　ねえ、助けてよ！」

　マリッサは取り巻き仲間に手を伸ばすが、誰も視線を合わせようとしなかった。やがて彼女はやってきた警備員に強引に連れていかれた。その顛末を見てやろうとマリッサの後を興味本位でついていく生徒の姿もあった。

　誰かにまた悪役令嬢だと罵られそうな気がして、怖くてその場から動けない。

　そこへ、芝生を踏み進む静かな足音が、アリーチェの方に近づいてくる。

「アリーチェ」

　ジルベルトが手を差し伸べてきて、反射的にびくっと後退してしまった。

「君は逃げてばかりだな」

　呆れたように軽く息をついたジルベルトは少しだけ眉を上げる。

「ご、ごめんなさい……」

　アリーチェは頭を下げた。

「どこにも行くな。君は俺の妻になるのだから、ここにいてもらわないと困る」

　さきほどマリッサを引き渡した時とは真逆の穏やかに細められた瞳が、じっとアリーチェを見つめていた。深い森のような優しい新緑色の瞳が、震えるアリーチェの心を癒してくれる。

「ジルベルト……でも、私、本当は……」

「ここはサンタレアド国で、他のどの国でもない。この世界は一つだけ。そして君は俺の大切な人だ。それ以外に何がある？」

　ジルベルトはそう言ってアリーチェに再び手を差し伸べる。

（ああ……やっぱりジルベルト以外に好きになれる人なんていない）

　アリーチェが瞳を潤ませながら、彼の手を取ると、すぐに抱きしめられた。

「ジルベルト……好き」

　温かい腕に包まれて想いを言葉にすると、さらに抱く腕に力が籠められる。

「やっとアリーチェの気持ちが聞けたな」

「もう……逃げないと決めたわ」

　アリーチェは顔を上げた。

　見上げた先は彼の頭上で、そこにはもう数字は見えない。

　これでバグが修正され、ジルベルトとの親密度は一気に下がるのかもしれない。

（ううん、親密度なんて目に見えない方が当たり前なの。ここはゲームの世界なんかじゃない）

　ジルベルトが教えてくれた──ここは国の名前も登場する人物も知っているゲームによく似ているだけで、全く異なる世界。

　数字に頼ることなく、自分で未来を決めるのだ。

　人生の最適解なんて誰にもわからない。楽しいことも悲しいことも、何があってもそこにあるのは自分が選んだ道ということだけ。

「私は新しい人生をあなたと歩いていきたい」

　アリーチェが笑みを零すと、ジルベルトの優しいキスが降りてきた。

「俺もだ」

　温かい手に頬を撫でられて、アリーチェは嬉しそうに目を細めた。

　心地のいい風が吹いて、どこからか桃色の花弁を運んでくる。祝福の雨のように、それは二人の頭上に舞い振った。





※　※　※






　月日が経って、アリーチェはジルベルトと無事に結婚式を挙げることができた。

　公務が忙しい中、ようやく取れた休暇で二人は静かな湖畔に来ていた。ここは王家の所有する土地に一つで、避暑地になっている。

　二人と一緒にここを訪れているのは、彼の側近のエリゼオと、アリーチェの話し相手にと侍女に召し上げたフローラだった。侍女にならないかとアリーチェが誘った時、フローラは二つ返事で了承した。あいかわらずエリゼオを追いかけているようだが、最近は彼の方もフローラに柔らかな表情を向けている場面も見られ、うまくいくといいなとアリーチェは心からフローラの幸せを願う。

　白い天幕が張られている目の前には澄んだ湖が広がっており、きらきらと輝く水面を眺めているだけでも癒される。

「ジルベルト。見て、こんなに果物を用意してくれたみたい」

　周辺の散策から戻ってきた二人は、天幕の中にあったバスケットの中を覗き込む。

「ちょうど喉が渇いていたところだ」

　敷物の上に腰かけたジルベルトは、アリーチェと顔を合わせて微笑む。

「この葡萄、すごく甘い匂いがする」

　アリーチェが言うと、ジルベルトが葡萄の房から一粒もぎ取って、アリーチェの口元に持っていった。

「ひ、一人でも食べられる、けど」

　つるりと目の前で皮をむかれたので、思わず口を寄せて葡萄の粒を口に含んだ。

　ジルベルトの指先まで咥えてしまって、なんだか恥ずかしくなる。

「どうだ？」

　ジルベルトが眩しそうに目を細める。

「うん。おいしい……」

　アリーチェは頬が熱くなるのを感じた。

「ジルベルトも食べる？」

　彼にも恥ずかしい思いをしてもらおうとお返しと言わんばかりに、葡萄の粒を彼の口元にもっていくと、ぱくりと指先ごと食べられた。

　ちろりと舌が動いて、アリーチェはびくっと肩を震わせる。

「エリゼオ様。私たちはあちらで休憩しましょうか」

　フローラが天幕の入り口付近でにこっと笑い、エリゼオの腕を強引に引っ張ってどこかへ行ってしまった。

「アリーチェが選んだ葡萄は甘いな。もう一粒くれ」

　フローラたちの姿が見えなくなったら、ジルベルトはアリーチェの腰を引き寄せる。

「こ、これなんて、どうでしょう？」

　葡萄の粒を差し出すとまた指先まで吸われた。今度は明らかに葡萄ではなくアリーチェの指先を味わっている。

「甘い……」

　そう呟いて送ってくる視線は蠱惑的で、捉えた相手を魅了する。

「よかった……」

「君にもこの味を教えてやろう」

　ちゅ、と唇が重なり、すぐに歯列をこじ開けて舌が中に入ってくる。

　かすかにした葡萄の味はたしかに甘かった。けれど、それよりも口腔の粘膜をじっくりと舐められる感覚に意識を持っていかれ、アリーチェは悩まし気に嘆息した。

　まだ触れられていない下腹部がずくんと疼く。

「君の方がもっと甘い香りがするな」

　敷物の上にそっと体を横たえられ、覆いかぶさってきたジルベルトに深く口づけられた。

「ン……ふぁ……っ」

　胸を揉み込まれ、服の上から頂きを指で探られる。痺れるような甘い愉悦がじわりと広がり、彼女は身もだえる。

「や……こんな所で、恥ずかしい……」

　前開きのドレスのボタンを外され、コルセットをずらされたら透き通るような肌があらわになった。大きく開いた天幕の入り口から射し込む陽光が眩しくてアリーチェは目を細める。

「みんな、新婚夫婦に気を遣って遠くへ行ったらしい」

　ジルベルトはくすっと笑いながら、彼女の乳首を指で摘まんだり、掌で優しく押しつぶしたりした。

「あっ……でも……っ」

　もじもじと膝を擦り合わせるアリーチェの様子に含み笑いを浮かべたジルベルトは、ドレスの裾をまくり上げ、ドロワーズの中に手を差し入れた。

　くちゅ、と粘性の水音がアリーチェの耳にも届き、かあっと頬が熱くなる。

「ここは何かを期待しているようだが？」

「は……そんな、ことは……あぁ……っ」

　秘裂を上下に擦られ、蜜口からはとろとろと蜜があふれ出てきた。そこに指をつぷりと入れられると、体が火照って思わず腰が跳ねる。

「ひぁっ……」

　外を散策して戻ってきたばかりだったからか、指先が少しひんやりしていて、その動きがよりはっきりと感じられた。

「あっ……ふぁっ、や、声、出ちゃう……」

　くちゅくちゅとねばついた水音を増しながら、アリーチェは困ったように眉を寄せたが、与えられる愉悦には逆らえない。

「んんっ……ふぅ……」

　人差し指を咥えて、なんとか大きな声を出さないように耐える。だがドロワーズを脱がされ、温かな息遣いを感じ取った瞬間、濡れた柔らかい感触が花弁をなぞった。

「ひぅ……っ」

　秘裂をこじ開けて、ぬるぬると上下に動くものがジルベルトの舌だということは、ドレスの裾で見えなくてもすぐにわかった。

「やっ……こんなとこ、誰かに見られたら……」

　腰を引いて足を閉じようとしたのに、彼はすぐにそれに気づいて彼女の太腿に手をかけると、ますます大きく開いた。

「夫婦が愛し合っているんだ、おかしなことは何もない」

　ジルベルトはアリーチェの秘所に顔を埋め、蜜口をぐるりと舐め回すと、溢れてきた蜜を惜しげもなくすすり上げる。時には浅い部分に舌先を蠢かせ、ひくつく淫窟の味を堪能した。

「あぁ……でも……っ」

　夫婦の睦み合いを他人にみせびらかす趣味はない。けれども、彼から与えられる愉悦は信じられないほど心地よくて、アリーチェの足から徐々に力が抜けて、ぱったりと敷物に倒れる。

「んぁ……っ、そこ、ばっかりぃ……」

　じんじんと痺れるような愉悦が下腹部の奥に溜まっていき、甘い吐息を零しながらアリーチェは背中をのけぞらせた。

　ジルベルトの舌と唇の動きは彼女の理性を追い詰めていく。それが秘裂の中を探るような動きに変わり、アリーチェの体が一瞬こわばった。

　しかしそれは何の抵抗にもならなかった。彼はやすやすと小さな花芽を見つけ出し、ちゅっと深く咥え込んだ。

「ひぃん……っ」

　眩暈がするほど強烈な刺激に思わず腰が跳ね、目の前がちかちかと瞬いた。敏感な部分に口づけられただけで軽く達してしまった。だがジルベルトはそのまま愛撫を続ける。舌先で激しく嬲ったり、何度も吸い上げたりしてきた。その度にアリーチェは瞬時に官能を極めてしまい、びくんびくんと体を震わせる。

「いや……っ、だめ……っ」

　何度も愛蜜を噴き零しながら、アリーチェは必死に自分の指を咥えて嬌声を抑えようと試みた。しかしながら、絶頂に飛ばされると意識が遠のきかけて指が外れる。

「だめと言いながら、こんなに感じて……かわいいな、アリーチェは」

　ジルベルトはわずかに頭をもたげ、真っ赤な顔をしている新妻の素直な反応を見て、うっそりと笑った。

「まだ奥もほしいだろう？」

　そう言って長い指を泥濘に沈めると敏感な部分を執拗に擦り始めた。

「んぁ……っ、あぁっ」

　アリーチェは我慢が利かなくなってきて、腰を上下に揺さぶってなんとか愉悦を逃がそうとする。それもあまり意味のない行為なのだが、じっとしていることが難しい。

　乳房を揉まれ、乳首や敏感な花芽を弄られて、アリーチェはたちまち絶頂に押し上げられていった。

「んっ……あぁっ……いく……いっちゃ……あぁぁぁっ」

　できるだけ声を我慢していたのに、その分噴き零す潮は恥ずかしいほど大量だった。

　心地よい到達感とともにびくびくと体を震わせながら、アリーチェは激しく胸を上下させ、ゆっくりと甘い痺れが全身から抜けていくのを待つ。しかしながらジルベルトはそれを許してくれなかった。

　アリーチェの体を敷物の上にうつぶせに返すと、腰を上げさせ、まだひくつく媚肉に己の欲望を宛がい、泥濘に勢いよく沈めた。

「あぁぁ……っ！」

　弾力のある亀頭が最奥を抉り、捏ねまわすように腰をぐるりと揺らされる。それだけでアリーチェは再び達してしまい、腰ががくんと落ちかけた。そこをがっちりとつかまれ、容赦ない抽送は始まる。

「あっ、あっ、だめっ……んんっ、だめなのにぃ……っ」

　恥ずかしいのに、下腹部はきゅんきゅんと疼いて剛直に絡みつく。声を抑えようとするが、今の体勢を保つのに精いっぱいで敷物をくしゃりとつかむ手を離せない。

「中は悦んでいるみたいだけどな」

　意地悪く笑ったジルベルトの手がアリーチェの口元に伸びてきて、その指先が舌に乗った。代わりにこれで口を塞げるとばかりにアリーチェはしゃぶりつく。

「ふぁっ……あっ……」

　彼の指を咥えていると、先ほどよりも声の高さが抑えられた。しかしながら、ぱんぱんと肌がぶつかり合う音が天幕に鳴り響き、つながった部分から溢れる水音も大きい。

　これでは声を抑えていても意味がないように思えた。

「ふ……っ奥……っ、熱い……」

　恥ずかしいのに、後ろから貫かれると奥のさらに奥まで先端が届いて、頭がぼうっとしてくる。最奥の感じる部分を擦られ、否応なしに喜悦を味わわされる。

「ジルベルト……好き……大好き……っ」

　彼の指を唾液でだらだらと濡らしながらアリーチェは喘いだ。

「俺も……アリーチェが好きだ……っ」

　抽送が激しくなり、最奥をこそげるように穿たれる。

「ひぁっ……壊れちゃう……っ」

　どうしようもないほどの悦楽に襲われ、声を抑えるのは完全に放棄せざるを得なかった。背中をしならせ、腰を高く突き出して敷物に突っ伏したアリーチェの口から彼の指が外れ、甘い嬌声が天幕に響く。

「もっと気持ちよくしてやろうな」

　ジルベルトがアリーチェの零した唾液でぬるぬるになった指先を秘花に潜り込ませた。

「ひぃ……っ」

　指先が敏感な花芽に触れて、アリーチェはびくびくと震えた。

「いやっ……一緒にされたら……耐えられない……っ」

　ぼろぼろと涙を零しながら、アリーチェは真っ赤な顔で訴えたが、ジルベルトは花芽をきゅっと摘まんだり、蜜を塗りたくって転がしたり愉悦を送り続ける。数えきれないほどの絶頂を送り込まれ、息も絶え絶えになったアリーチェは子どものようにいやいやと首を振ることしかできない。

「気持ちいいのだろう？　中がきつくなって押し出されそうだ」

　ジルベルトの方も少しずつ息を上げながら、最後の仕上げとばかりに欲望のままに淫窟を擦り上げた。

「あぁっ、そこっ……気持ちいいの……あぁぁっ」

　激しい愉悦に脳芯を揺さぶられ、アリーチェの見開いた瞳から涙の雫が飛んだ。

「ここがいいのか……よく締まる。たくさん、かわいがってやろう」

　ジルベルトは腰の角度を変えると、狙いを定めて長い剛直でぐいぐいと押し上げてくる。

「あぁっ、もう……おかしくなっちゃう……っ」

　淫猥な水音を立てながら、アリーチェはみだりがましく啼いた。

「俺の前ではすべてをさらけ出してかまわない」

　ジルベルトの抽送がますます速くなり、凄まじい快感に呑み込まれそうになる。

「ひぁっ……あっ、あ……ああぁぁっ」

　灼熱の愉悦に理性はすでに焼き切れ、もうジルベルトのことしか考えられなかった。

　目の前がぱっと眩しくなって、弾けた快楽で全身が満たされていく。体がどこかへさらわれてしまいそうな心細さと舞い上がるような恍惚感に包まれ、アリーチェは指一本動かせなかった。限界を超えた彼女の体が震えて、結合部からはありえないほどの愛蜜が噴き零れたが、それを恥ずかしいと考えるまでの余裕はない。

「俺も……いく……っ」

　呼吸を荒らげたジルベルトが息を詰めて最奥を穿つと、そこへ勢いよく欲望が放たれた。熱い飛沫が中を満たしていくのが感じられ、アリーチェの心が幸せの色に染まる。

　そのままゆっくりと彼女を横抱きにしたジルベルトは、呼吸が整うまでずっとアリーチェの頭を撫でていた。

「もう……外で、こんなことするなんて……」

　精魂尽き果てて、ぐったりと彼に身を委ねながらも、少しずつ呼吸が戻ってくると、じわじわと羞恥の波が押し寄せてくる。

　本当に従者たちは遠くへ行っているのだろうか。恥ずかしいので確認はしたくないが。

「アリーチェがかわいいから仕方ない」

　ジルベルトはきっぱりと言い切って、後ろから耳朶に口づけた。それだけで胸が高鳴ってしまい、媚肉がきゅうっと締まった。

「君の中はまだしたいって言っている。俺もまだ足りない」

「う、嘘でしょう？」

　アリーチェはあんぐりと口を開けて、ゆっくりと肩越しに振り返る。

　だが、目が合った彼はどうやら冗談を言っているようには見えなかった。

「もう一回だけ」

　まだ体には愉悦の余韻が残っていて、ジルベルトのその言葉にはすぐに応えられない──と言いたいのに、切ない瞳で見つめられると言い返せない。それどころか、アリーチェの体の方がねだるように剛直に絡みついて快感をほしがっている。

　恥じらうように目を伏せた彼女は珊瑚色の唇で弧を描き、こくんと小さく頷いた。

　ジルベルトとの体の相性は本当にいいらしい。

　親密度が見えなくなって不安になる時もあったが、今ではそれがなくてもジルベルトから向けられる熱い眼差しと優しい言葉、蕩けるような愉悦、すべてがアリーチェを包み込んでくれる安心感があるから、自信をもって歩いて行ける。

　大好きな人との新しい人生を、ここから始めよう。
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　こんにちは、宮みや永ながレンです。

　この度は「婚約破棄される悪役令嬢なのに、親密度ＭＡＸの王子様からヤンデレ執愛されています!?」をお手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　さて、一度は書いてみたかった悪役令嬢がテーマの作品ですが、こうして濃蜜ラブルージュＦ＋さまにて念願叶って出していただけることになりました。

　悪役令嬢が断罪を回避するべく、表舞台からの逃走……がうまくいかないことは読者の皆様もよくご存じの展開だと思います。今回ももちろんそうなのですが、主人公が前世でプレイした乙女ゲーム「きみとなないろの恋」内でも確認できた「親密度」というのが今回のキーワードにもなってきます。

　はじめにアリーチェが前世の記憶を取り戻した時はマイナスという見たこともない数値だったのに、気づいた時にはなぜかＭＡＸになっていて、ジルベルトから逃げられなくなっていました。

　推しであるジルベルトに好かれてラッキーとならないのが、超真面目な主人公。

　なんとか彼に嫌われようと頑張りますが、逆効果で……というお話。

　ジルベルトにしてみれば、今まで大嫌いで婚約破棄したいとまで思っていた相手が急に理想の女性になったのですから簡単に手放すわけにはいきません。

　書いている最中はあまりヤンデレを意識していなかったのですが、最後までお読みいただいた皆様の目にはどう映ったでしょうか？

　二人のラブラブなシーンもたっぷり濃厚に書かせていただきました。

　読者の皆様が、ハッピーな気持ちになれていますように。

　今回イラストを担当していただいたコトハ先生、本当にありがとうございました。ジルベルトはクールでかっこよく、アリーチェは色っぽくかわいらしく描いていただき、とてもドキドキする素敵な表紙になりました。先生のイラストあってこその作品だと思っております。

　最後になりますが、こちらの作品を出版するにあたり、担当様をはじめ、携わっていただいたすべての方々に厚く御礼を申し上げます。

　それでは、最後までお読みいただき、本当にありがとうございました。

　またどこかでお会いしましょう。






宮永レン
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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